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「
白
く
濁
っ
た
川
」
を
意
味
す
る
ア

イ
ヌ
語
の
「
ヌ
プ
ル
ベ
ツ
」
を
語
源
と

す
る
温
泉
。
川
を
濁
ら
せ
る
霊
験
あ
ら

た
か
な
温
泉
の
所
在
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
最
上
源
内
や
松
浦
武
四
郎
と
い
っ

た
江
戸
時
代
の
探
検
家
も
こ
の
温
泉
に

つ
い
て
書
き
残
し
て
お
り
、
幕
末
・
安

政
年
間
に
本
格
的
に
開
湯
。
明
治
に
な

っ
て
傷
病
兵
の
保
養
所
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
た
。
地
獄

谷
の
源
泉
か
ら
自
然
湧
出
す
る
量
は
、

一
日
凡
そ
１
万
ト
ン
と
圧
巻
。
熱
い
水

蒸
気
や
火
山
ガ
ス
が
激
し
く
噴
き
出

し
、
白
濁
り
し
た
お
湯
が
ド
ク
ド
ク
と

脈
打
つ
様
は
、
ま
さ
に
〝
生
き
て
い
る

地
球
〟。
泉
質
は
実
に
９
種
類
。
効
能

は
多
方
面
に
及
び
「
温
泉
の
デ
パ
ー

ト
」
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
す
る
。

大
湯
沼
川
天
然
足
湯
も
人
気
が
あ

り
、「
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
」「
登
別
地

獄
ま
つ
り
」「
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
」

等
、
年
間
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
又
「
の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧
場
」

「
登
別
伊
達
時
代
村
」「
マ
リ
ン
パ
ー
ク

二
ク
ス
」
等
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
揃
い
、

飽
き
る
こ
と
の
な
い
一
大
温
泉
観
光
地

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
も
多
く
国
内
・
海

外
か
ら
訪
問
客
が
絶
え
な
い
。

（大湯沼川天然足湯） （地獄の谷の鬼花火）

（登別地獄谷）

♨
温
泉
の
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会
員
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
、
猛
暑

に
負
け
ず
御
壮
健
で
お
過
ご
し
の
事
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。

平
素
よ
り
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
に
対
し

ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜

わ
り
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
度
（
令
和
７
年
）
は
理
事
改
選

期
に
当
た
り
、
４
月
の
定
期
総
会
に
於
い

て
、
不
肖
、
私
が
２９
代
会
長
に
就
任
、
重

責
を
担
う
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。

昭
和
５３
年
（
１
９
７
８
）
に
「
北
海
道

ふ
る
さ
と
会
連
絡
協
議
会
」
と
称
し
て
１９

の
ふ
る
さ
と
会
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト
。
そ

の
６
年
後
に
「
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合

会
」
と
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
３０
年
に
は
念
願
が
叶
い
、
１
０
０

（
ふ
る
さ
と
会
８９
、
企
業
１１
社
）
の
参
加
が

実
現
し
ま
し
た
。
昭
和
・
平
成
の
時
代

は
、
大
過
な
く
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
令
和
元
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
、
世
の
中
は

一
変
し
て
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
そ
の
間
、
各
ふ
る
さ
と
会
と
連
合
会

の
活
動
は
す
べ
て
中
止
と
な
り
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
現
在
は
７１
の
「
ふ
る
さ
と
会
」

と
「
企
業
１３
社
」
合
わ
せ
て
８４
の
参
加
と

な
り
、
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
事

態
を
重
く
受
け
止
め
、
要
因
を
分
析
し
将

来
、
連
合
会
が
よ
り
強
固
に
安
定
し
た
運

営
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
策
と
し
て

３
点
を
検
討
課
題
と
し
揚
げ
ま
し
た
。

第
１
点
は
、
総
務
、
事
業
、
産
直
、
広

報
４
部
会
の
活
性
化
。
そ
の
為
に
理
事
同
志

の
交
流
と
親
睦
を
計
る
こ
と
、
ま
た
、
理
事

が
各
ふ
る
さ
と
会
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
で
情
報
収
集
・
共
有
が
進
み
、
併
せ
て

連
合
会
し
か
出
来
な
い
事
も
発
信
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
信
頼
・
活
性
化
が
生
ま
れ
る
。

第
２
点
は
財
政
の
健
全
化
、
各
ふ
る
さ
と
会

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
年
会
費
以
外
の

収
入
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
く
か
、
大
い
に
検

討
す
べ
き
点
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
３
点
は
明
朗
会
計
に
つ
い
て
、
各
部
会

は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
行
事
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
際
、
関
連
す
る
部
会
と
連
携
を
密

に
し
、
企
画
実
行
は
着
実
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今
一
度
、
行
事
ご
と
の

採
算
性
を
見
直
し
、
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と

で
誰
に
で
も
分
か
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た

い
。
本
年
は
再
任
、
新
任
合
わ
せ
て
新
理
事

２８
名
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
後
は
会
長
・
新

理
事
が
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
と
勇
気
を
出
し

て
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
各
ふ
る
さ

と
会
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
貢
献
出
来
る

よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
親
し
み
が

わ
く
、
信
頼
さ
れ
る
「
新
生
」
ふ
る
さ
と
会

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
ご
要
望
を
頂
戴
し
、
私
も
微
力
な
が

ら
誠
心
誠
意
つ
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
今
迄
以
上
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
会
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

躍
動
感
の
あ
る
、
信
頼
さ
れ
る
、 
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三
井
会
長
を
は
じ
め
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会

並
び
に
各
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
道
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
北
海
道
の
発
展
に
多

大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
新
家
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
６
年
に

わ
た
り
会
長
を
務
め
ら
れ
、
連
合
会
の
活
動
を
け
ん
引

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
、
顧
問
と
し
て
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
半
年
が
過
ぎ
、
こ
の
間
、
北
海
道
で

は
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
７
月
３０
日
に
は
、

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
沖
の
地
震
に
よ
り
津
波
警
報
が
発

せ
ら
れ
、
一
時
は
約
３
万
５
千
人
も
の
道
民
が
避
難
す

る
事
態
と
な
り
、
改
め
て
災
害
対
応
の
充
実
強
化
に
取

り
組
む
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

５７
年
ぶ
り
の
北
海
道
開
催
と
な
っ
た
全
国
菓
子
大
博

覧
会
「
北
海
道
あ
さ
ひ
か
わ
菓
子
博
２
０
２
５
」
は
、

１７
日
間
で
２６
万
人
以
上
の
方
が
訪
れ
、
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
北
海
道
の
豊
か
な
海
を
守
り
、
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
第
１
回
「
北
海
道
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
」
を
小
樽
市
で
開
催
し
、
道
内
各
地
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
「
北
海
道
植
樹

祭
」
は
、
長
い
植
林
の
歴

史
を
持
つ
函
館
市
か
ら
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
民
族
共

生
象
徴
空
間
ウ
ポ
ポ
イ
の

開
業
５
周
年
、
知
床
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
２０
周
年

な
ど
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

７
月
２５
日
に
は
、
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎
「
赤
れ
ん
が

庁
舎
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

１
７
９
市
町
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
エ
リ
ア
を
充
実

し
、
こ
こ
を
拠
点
に
道
内
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
の
価
値
は

そ
の
ま
ま
に
、
よ
り
魅
力
的
な
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
主
要
部
品
の
試
作
に
成
功
し
た
次
世
代

半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の
Ａ
Ｉ
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
着
工
、
松
前
沖
・
檜
山
沖
の
洋
上
風
力

発
電
「
促
進
区
域
」
指
定
な
ど
、
本
道
経
済
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
た
動
き
も
活
発
で
す
。

道
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
道
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
自
然
や
文
化
な
ど
貴
重
な

財
産
を
守
り
、
そ
の
価
値
を
高
め
な
が
ら
、
本
道
の
強

み
を
活
か
し
た
経
済
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
並
び
に
道
内

各
地
の
ふ
る
さ
と
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
、
そ
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

�

北
海
道
知
事　

鈴　

木　

直　

道

令
和
七
年
度
新
年
交
礼
会
開
催

総
務
部
会

令
和
７
年
１
月
１８
日
（
土
）
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で

１
６
０
名
余
り
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
盛
大
に
開
催
。
開
会
に
先
立

ち
例
年
好
評
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
デ
オ
「
令
和
６
年
度
北
海
道
ふ
る

さ
と
会
連
合
会
活
動
記
録
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
新
家
鶴
男
会
長

の
新
年
の
挨
拶
に
続
き
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
か
ら
６
分
間
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
代
表
の
上
田
晃
弘

北
海
道
東
京
事
務
所
所
長
の
ご
挨
拶
と
、
大
久
保
尚
武
北
海
道
倶
楽

部
理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
ご
歓
談
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

各
界
の
方
々
か
ら
の
ご
祝
辞
を
頂

き
、
新
加
盟
企
業
会
員
と
し
て
、

㈱
ビ
ビ
ッ
ド
ガ
ー
デ
ン
、
赤
坂
令
和

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
北
海

道
福
島
会
の
美
女
軍
団
皆
さ
ん
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
〝
フ
ラ 

ハ
ラ
ウ　

オ 

カ

レ
イ
レ
フ
ァ
〟
の
舞
が
あ
り
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
日
頃
交
流
す
る
機

会
の
少
な
い
ふ
る
さ
と
会
会
員
同
士

が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦

を
深
め
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
人
気
の
高
い
恒
例
の
お
楽

し
み
大
抽
選
会
が
あ
り
、
計
３６
の
加

盟
企
業
・
個
人
・
各
ふ
る
さ
と
会
自

慢
の
豪
華
な
景
品
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
故
郷
北
海
道
を
想
う

「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
唱
で
、
和
気

あ
い
あ
い
と
３
時
間
半
の
交
礼
会
と

な
り
、
次
回
の
再
会
を
誓
っ
て
散
会

と
な
り
ま
し
た
。
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北
海
道
倶
楽
部
の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て

北
海
道
倶
楽
部　

理
事
長　

大
久
保　

尚　

武

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部
の
理
事
長
と

し
て
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
皆
さ
ま

に
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
倶
楽
部
は
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

に
新
渡
戸 

稲
造
氏
ら
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
新
渡
戸
氏
は
、
札
幌
農
学
校
を
卒
業

し
、
後
に
英
文
で
「
武
士
道
」
を
著
し
て
世
界

的
に
有
名
に
な
り
、
第
一
次
大
戦
後
に
創
設
さ

れ
た
国
際
連
盟
の
事
務
局
次
長
を
務
め
ら
れ
た

方
で
す
。
氏
は
「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
よ

う
」
と
い
う
強
い
考
え
を
持
た
れ
た
方
で
、

「
郷
土
会
」
と
い
う
全
国
的
な
会
も
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
人
は
岩
手
県
出
身
で
す
が
、
札

幌
農
学
校
へ
の
思
い
が
深
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、

「
北
海
道
倶
楽
部
」
の
創
設
を
提
唱
さ
れ
た
の

で
す
が
、
そ
の
時
の
お
考
え
は
、
①
ふ
る
さ
と

北
海
道
の
発
展
に
な
ん
ら
か
の
寄
与
を
し
よ
う　

②
東
京
近
郊
に
住
む
北
海
道
人
同
士
の
親
睦
を

深
め
よ
う　

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

現
在
の
倶
楽
部
の
活
動
は
、
以
下
の
６
項
目

に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

　

①�　

北
海
道
の
現
状
を
紹
介
す
る
広
報
活
動

（
月
１
回
の
会
報
発
行
な
ど
）

　

②�　

北
海
道
庁
主
催
の
地
域
活
性
化
事
業
の

支
援
（
ほ
っ
か
い
ど
う
応
援
団
会
議
へ
の

参
加
な
ど
）

　

③�　

国
主
催
の
北
方
領
土
返
還
運
動
へ
の
協

力
（
大
規
模
行
進
へ
の
参
加
、
シ
ン
ボ
ル

バ
ッ
ジ
の
頒
布
な
ど
）

　

④�　

首
都
圏
の
企
業
と
北
海
道
大
学
な
ど
と

の
共
同
研
究
の
推
進
支
援

　

⑤�　

北
海
道
の
歴
史
と
今
後
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
教
育
宣
伝
活
動
と
し
て
講
演
会
の

開
催

　

⑥�　

北
海
道
に
係
わ
る
多
く
の
人
々
に
参
加

を
呼
び
か
け
、「
新
年
交
礼
会
」・「
交
流

の
夕
べ
」・「
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
と
、
年
３

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
こ
れ
は
親
睦
を

深
め
る
と
と
も
に
倶
楽
部
の
活
動
支
援
を

確
認
す
る
場
と
し
て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
会
の
皆

さ
ん
と
は
、
特
に
上
記
第
６
項
目
「
北
海
道
人

同
士
の
親
睦
・
交
流
」
で
よ
り
一
層
密
接
な
連

携
・
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。

わ
た
し
も
昨
年
11
月
、
わ
が
ふ
る
さ
と
「
東

京
く
っ
ち
ゃ
ん
会
」
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
人
と
の
交
流
は
じ
つ
に
楽
し
い

ひ
と
時
で
、
そ
の
後
、
今
年
６
月
に
は
何
十
年

ぶ
り
か
で
倶
知
安
を
訪
ね
て
、
文
字
（
も
ん
じ
）

町
長
さ
ん
に
様
変
わ
り
し
た
町
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
り
も
し
て
、
ふ
る
さ
と
訪
問
を
満
喫
し

ま
し
た
。

北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
も
、
新
会
長
に

三
井
様
を
お
迎
え
し
て
、
い
っ
そ
う
活
発
に
活

動
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ぜ
ひ

よ
ろ
し
く
と
お
願
い
し
て
、
わ
た
く
し
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

総
会
・
懇
親
会
報
告

総
務
部
会　

小　

野　

保　

良

令
和
7
年
４
月
19
日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら

日
本
教
育
会
館
の
喜
山
俱
楽
部
で
計
89
名
が
出

席
し
第
４８
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
出
は
、
司
会
か
ら
現
会
長
の
新
家 

鶴

男
氏 

を
推
薦
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

議
案
審
議
に
入
り
、
令
和
6
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
・
監
査
報
告
を
行
い
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
令
和
7
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
と

予
算
（
案
）
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
改
選
が
あ
り
左
記
の
通
り
、
提
案
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会
長 

三
井 

照
夫
、
副
会
長
（
総
務
部
会
担

当
）
田
所 

政
則
、
副
会
長
（
事
業
部
会
担
当
）

岩
村 

昌
治
、
副
会
長
（
産
直
部
会
担
当
）
今

野 

利
春
、
副
会
長
（
広
報
部
会
担
当
）
秋
山 

憲
一
、
副
会
長
兼
事
務
局
長 

奥
山 

範
夫
、
監

事 

堀
川 

哲
夫
、
監
事
１
名
未
定
。 

再
任
理
事
と
し
て
、
小
野 

保
良
、
渡
辺 

由

紀
子
、
古
谷 

美
津
子
、
齋
藤 

学
一
、
海
老
澤 

美
智
子
、
成
田 

芳
生
、
大
田 

克
好
、
足
利 

稔
、
下
田 

和
房
、
三
宅 

雅
久
、
笹
森 

博
昭
、

勢
籏 
加
代
子
、
宮
高 

隆
、
熊
谷 

譲
、

新
任
理
事
と
し
て
、
池
田 

喜
久
雄
、
奥
園 

恵
美
子
、
菊
地 

淑
子
、
須
藤 

一
成
、
相
馬 

功
、
富
岡 

信
夫
、
長
瀬 

正
人
、
藤
井 

俊
文
、

今
回
の
退
任
者
と
し
て
、
新
家 

鶴
男
（
東

京
・
別
海
ふ
る
さ
と
会
）、
金
曽 

裕
一
（
東
京

札
幌
会
）、
森 

健
良
（
東
京
下
川
会
）、
岸
満

幸
（
東
京
遠
別
会
）、
菊
地 

利
男
（
東
京
ふ
る

さ
と
共
和
会
）、
高
橋 

郁
夫

（
東
京
伊
達
会
）。
長
い
間
、

会
の
運
営
に
尽
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

総
会
終
了
後
、
別
室
に
移
動

し
て
懇
親
会
に
移
り
、
新
会

長 

三
井 

照
夫
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
り
来
賓
挨
拶
に
北
海

道
東
京
事
務
所
長 

大
野 

哲

弘 

様 

か
ら
御
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
乾
杯
の

音
頭
を
公
益
財
団
法
人
北
海
道
俱
楽
部 

会
長 

川
村 

隆 

様 

か
ら
頂
き
、
し
ば
ら
く
歓
談
に
入

り
続
い
て
、
公
益
財
団
法
人
北
海
道
在
京
学
生

後
援
会 

専
務
取
締
役 

能
美 

行
雄 

様
か
ら
来

賓
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。
又
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

㈱ 

柿
崎 

麻
里
奈 

様
よ
り
新
任
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

懇
親
会
の
飲
み
物
提
供
と

し
て
、
当
会
員
の
東
京
ニ
セ

コ
会
及
び
東
京
秩
父
別
会
よ

り
た
く
さ
ん
の
差
し
入
れ
が

あ
り
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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親
睦
旅
行
会

�

事
業
部

３
月
１６
日
～
１７
日
一
泊
二
日
２０
名
の
参
加
で

行
わ
れ
た
。
朝
８
時
上
野
駅
前
に
ホ
テ
ル
の
バ

ス
が
迎
え
に
来
て
沢
山
の
飲
み
物
な
ど
が
入
っ

た
バ
ッ
グ
を
持
っ
た
連
中
が
乗
り
込
ん
だ
。
出

発
と
同
時
に
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
戸
の

弘
道
館
、
袋
田
の
滝
に
寄
っ
て
泊
り
は
北
茨
城

の
ホ
テ
ル
竹
の
葉
。
温
泉
に
入
り
夜
は
お
楽
し

み
大
宴
会
、
全
員
が
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り

２
次
会
は
情
報
交
換
会
。
次
の
日
は
野
口
雨
情

の
生
家
、
那
珂
湊
の
魚
市
場
に
よ
っ
て
お
土
産

を
仕
入
れ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
普
段
で
き
な

い
話
が
た
く
さ
ん
で
き
た
有
意
義
な
旅
行
で
し

た
。

洞
爺
丸
遭
難
と
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
基
地
・
福
島
町 

　
～「
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
の
実
現
」
に
思
い
を
馳
せ
て
～

北
海
道
福
島
会　

相
談
役　

 

花　

田　

善　

春

函
館
を
出
港
し
た
青
函
連
絡
船
「
洞
爺
丸
」

は
、
台
風
１５
号
に
よ
る
暴
風
と
船
内
浸
水
を
受

け
、
函
館
湾
内
で
転
覆
し
た
。
乗
員
、
乗
客

１
，１
０
０
名
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
、
日

本
の
海
難
事
故
で
史
上
最
悪
の
も
の
と
な
っ

た
。
昭
和
２９
年
９
月
２６
日
の
事
で
あ
る
。

こ
の
事
故
が
、
後
の
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
急
速
な
推
進
と
な
っ
た
の
は
事
実
の
よ
う
で

あ
る
。
実
際
の
着
手
は
昭
和

３５
年
の
調
査
船
の
作
業
か
ら

始
ま
る
。
昭
和
３７
年
に
は
海

底
ボ
ー
リ
ン
グ
の
起
工
、
同

３８
年
海
底
ト
ン
ネ
ル
着
工
、

そ
の
後
も
数
次
に
亘
る
段
階

を
経
て
、
６３
年
の
「
津
軽
海

峡
線
」
の
開
通
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
２７
年
に
亘
る
工

事
に
は
，
３４
名
の
尊
い
人
命

の
犠
牲
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
犠
牲
者
の
一
人
に
筆
者
の
身
近
な

友
人
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

本
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
、
本
土
～
北
海
道

は
、
鉄
道
と
い
う
大
動
脈
で
結
ば
れ
、
輸
送
力

の
増
強
や
人
的
交
流
の
時
間
短
縮
に
大
き
な
期

待
と
喜
び
に
湧
い
た
。

し
か
し
、
歓
喜
の
声
の
陰
に
、
在
来
線
「
松
前

線
」
の
バ
ス
転
換
、「
青
函
連
絡
船
」
の
廃
止
と
言

う
苦
渋
の
不
便
を
強
い
ら
れ
た
。

一
方
、「
ト
ン
ネ
ル
基
地
」

福
島
町
の
景
況
は
、
多
く
の
変

化
を
も
た
ら
し
た
。
福
島
町
民

の
就
業
や
従
来
の
漁
業
者
の
他

業
種
へ
の
就
業
転
換
に
よ
り
、

漁
業
中
心
の
町
の
産
業
構
造
を

大
き
く
変
化
さ
せ
た
。

し
か
し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

最
盛
期
を
過
ぎ
、
そ
れ
ま
で
の

活
況
は
翳
り
を
見
せ
始
め
た
。

続
く
バ
ブ
ル
経
済
の
破
綻
や
地

方
市
町
村
の
人
口
減
は
、
当
町

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

景
況
の
減
速
が
続
い
た
。

時
を
経
て
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

に
新
幹
線
が
走
り
、
５
年
後
に

札
幌
延
伸
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
機
を
待
た
ず
「
第
二

青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
」
が
、
経

済
界
や
建
設
業
界
な
ど
か
ら
提

唱
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
、

講
演
会
な
ど
が
活
発
化
し
つ
つ

あ
る
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
福
島

町
は
、「
第
二
青
函
ト
ン
ネ
ル

構
想
を
実
現
す
る
会
を
い
ち
早

く
立
上
げ
、
現
町
長
が
自
ら
会

長
に
な
り
、「
会
員
」
の
募
集

を
図
っ
て
い
る
。

第
二
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
実
現

は
、
現
ト
ン
ネ
ル
の
輸
送
力
に

加
え
、
新
た
な
役
割
を
担
う
も

の
で
、
北
海
道
は
も
と
よ
り
全

国
の
社
会
・
経
済
活
動
に
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。（
Ｏ
Ｂ
会
会
報
第
４
号
よ
り
）

福島

青函トンネルで活躍した「トンネル掘削
機」（福島町トンネル記念館所蔵）

※「北海道ふるさと会」会員様限定クーポンです。

※本券は「新宿三丁目店」「赤坂店」「銀座店」「秋葉原店」「渋谷

　　パルコ店」でのみご利用可能です。　※他券・割引券併用不可

北海道ふるさと会様

限定クーポン

ヒューリック
赤坂一ツ木通ビルＢ１

店舗情報はこちらから▶

ジンギスカン３種食べくらべセット　４,０００円
マトンジンギスカン食べ放題　４,８００円

＋１,５００円でアルコールを含む「飲み放題付き」となります

一人用ジンギスカンや
羊肉ハンバーグなどを提供
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13
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会　

ゴ
ル
フ
大
会
に
想
い

事
業
部
会　

 

岩　

村　

昌　

治

場　

所　

京
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

日　

時　

令
和
7
年
9
月
5
日
（
金
）  

　
　
　
　

ｉ
ｎ  

9
：
15
ス
タ
ー
ト

参
加
者　

16
名

朝
か
ら
台
風
の
余
波
を
受
け
雨
模
様
に
も
関

わ
ら
ず
参
加
者
有
志
16
名
が
難
関
に
挑
戦
で
す

戦
略
性
に
富
ん
だ
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
、

グ
リ
ー
ン
に
フ
ェ
ア
ー
ウ
エ
イ
の
ア
ン
ジ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
池
を
配
し
た
落
と
し
場
所
の
難

し
い
コ
ー
ス
で
す

参
加
者
は
挑
戦
心
の
強
い
方
ば
か
り
で
果
敢

に
攻
め
て
い
ま
す

今
回
も　

当
会
の
趣
旨
に
則
り　

当
た
り
は

ず
れ
の
あ
る
ぺ
リ
ア
方
式
に

又
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
上
限
無
し
の
サ

バ
イ
バ
ル
競
技
方
式
で
す
。

救
い
は
雨
に
も
負
け
ず　

皆
さ
ん
が
元
気
に

プ
レ
ー
を
楽
し
み
清
々
し
い
も
の
で
す

こ
の
度
も
ご
有
志
様
か
ら
の
ご
贈
答
品
は
御

志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
括
に　

参
加
さ
れ
た
皆
様
が
プ
レ
イ
に
熱

中
し
て
好
ス
コ
ア
ー
と　

楽
し
そ
う
に
懇
親
す

る
姿
は
と
て
も
有
難
い
事
で
し
た
。

春
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

�

事
業
部

５
月
２４
日
赤

坂
マ
ツ
ジ
ン
に

て
７８
名
の
参
加

で
実
施
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
の
親
睦

交
流
会
も
別
部

屋
で
同
時
開
催

（
１４
名
）。
コ
ロ

ナ
前
に
戻
っ
た

よ
う
な
活
気
で

あ
っ
た
。

東
京
室
蘭
会
の
抽
選
会
が
ス
ゴ
イ
ん
で
す

東
京
室
蘭
会　

副
会
長
兼
事
務
局
長　

 

小
笠
原　

弘　

志

今
年
42
回
目
の
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
６
年
間
会
長
を
勤
め
ら
れ
た
塚
田
尚
史

前
会
長
か
ら
山
田
和
彦
新
会
長
へ
と
役
員
人
事

が
あ
り
ま
し
た
。

塚
田
会
長
が
就
任
し
た
翌
年
の
２
０
２
０
年

第
40
回
総
会
・
懇
親
会
は
、
故
郷
室
蘭
へ
の
記

念
旅
行
を
企
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
で
や
む
な
く
記
念
旅
行
は
中
止
。
コ
ロ
ナ

禍
で
何
も
せ
ず
に
過
ご
す
と
、
次
回
の
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
す
る
の
が
難
し
く
な
る
で
は
と

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
リ
モ
ー
ト
会
議
を
参
考
に
し

て
、
東
京
か
ら
は
宮
川
悦
子
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト

＆
笛
コ
ン
サ
ー
ト
で
音
楽
を
発
信
、
室
蘭
か
ら

は
青
山
市
長
の
室
蘭
市
の
近
況
報
告
、
学
芸
員

の
松
田
宏
介
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
歴
史
情
報
発
信

を
12
月
12
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
イ
ベ
ン
ト
２
０
２
０

と
し
て
実
行
し
ま
し
た
。
開
催
後
に
も
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
東
京
室
蘭
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て

塚
田
会
長
の
挨
拶
と
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
報
告

し
ま
し
た
。
数
社
の
協
賛
会
社
様
か
ら
の
ヘ
ル

プ
も
助
か
り
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
１
年
、
２
０
２
２
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
コ

ン
テ
ン
ツ
が
今
で
もY

ouT
ube

で
観
ら
れ
ま

す
。Y

ouT
ube

検
索
［
東
京
室
蘭
会
］

第
40
回
総
会
・
懇
親
会
は
２
０
２
３
年
、
４

年
振
り
に
リ
ア
ル
で
開
催
す
る
と
決
定
し
、
そ

の
準
備
に
着
手
。
そ
の
時
に
一
番
気
を
使
っ
た

の
が
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
し
た
。
全
員
着
席

で
、
密
に
な
ら
ず
好
評
の
抽
選
会
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
企

画
し
ま
し
た
。
景
品
提
供

協
賛
会
社
の
皆
様
は
、
協

賛
品
の
当
選
発
表
の
時
に

ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
で
壇
上

に
上
が
り
ま
す
。
当
選
者

は
自
席
で
「
光
る
棒
」
を

振
る
だ
け
で
、
景
品
お
届

け
隊
が
当
選
景
品
を
席
ま

で
届
け
に
行
き
ま
す
。

 

今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
来

た
い
と
い
う
方
が
多
く
い

ま
し
た
。

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、「
自
治
体
を

キ
ー
に
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ

て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
は
東
京
室
蘭
会
し
か

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
驚

い
て
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

会
の
多
く
は
、
出
席
者
数
の

減
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
弊
会
で
は
、
特
に

コ
ロ
ナ
禍
後
の
総
会
・
懇
親

会
か
ら
は
、
紹
介
さ
れ
た
方

な
ど
新
し
く
参
加
さ
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
年
代
を

超
え
て
な
つ
か
し
い
言
葉
で

「
な
ん
も
な
ん
も
」「
な
つ
か

し
い
べ
さ
」
等
々
を
楽
し
み

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
！

室蘭
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北海道ふるさと会連合会
第3回親睦ボウリング大会

2025.8.30
事業部

個人優勝
根本芳幸さん(常呂会A)

三井会長
大会挨拶

個人表彰
優勝 根本芳幸 東京常呂会
準優勝 阿部正美 東京常呂会
３位 吉田定次 東京森町会
４位 笹森誠 北海道福島会
５位 勢籏加代子 東京常呂会
６位 龍瀧浩三 東京美幌会

７位 氏家茂樹 東京十勝池田
会

８位 岡井和也 東京北見会
９位 漆原康夫 東京美幌会
10位 中山諭 東京事務所

団体表彰
優勝 東京常呂会A

準優勝 東京美幌会A

３位 東京北見会B

４位 東京森町会A

５位 北海道東京事務所
６位 北海道福島会
７位 東京新得会

今回も「こんなはずではな
いのに」と思って終わって

しまった

Y Ikeda
楽しかったです。

幹事の皆様ありがとう
ございます。
来年もヨロシク

美幌会Bチーム
来年こそは王座奪還!!
楽しかったです!!また参加
させていただきます!!

東京事務所小林和貴
地元、学校の先輩とお会い
でき大変ありがたい機会と

なりました!!

東京小樽会チーム
ブービー賞を頂き、大変
ラッキーなことと感謝して

おります！

東京ポートボウルで開催された今大会は、参加19チーム、
74名でチーム戦、個人賞を競いました。
各ふるさと会、法人会員、個人会員様からの寄贈により、
沢山の賞金及び景品が用意され、楽しく大いに盛り上が
りました。次回、第4回大会は今回以上のふるさと会か
らのご参加を期待いたします。（事業部：成田芳生）

参加者からのコメント

チーム優勝常呂会A
阿部正美・阿部忠弘・根本芳幸・勢籏加代子

美幌会Aチーム
準優勝ありがとうございます。

来年も頑張りますヨ!!
本当にありがとうございました。

東京常呂会Aチーム
今回は優勝ありがとうございます。

来年も頑張ります。
よろしくお願いします。

東京事務所福井
楽しい会をありがとう
ございました。
来年は１位獲るぞ!!

北見会 高橋邦政
楽しい時間を過ごさせていた

だきました。
次回も参加させていただきた

いと思います。

北見会 浅井
今日は今までの自己ベストが
出たので満足してます。次回
はさらに上を目指します。

北見会 岡井和也
最高スコア更新しました。
次の大会で200を出したい

です。北見会 曽我雄一
大変楽しく出来ました。
景品の並べるのを手伝
えてよかったです。

とても盛り上がり楽しかった
です。

久しぶりのボウリングはいい
運動にもなり良かったです。

北海道福島会でーす！
個人４位、団体６位

まだまだ納得していません!!
またリベンジします。
楽しかったです!!

秋山チーム
４人連続ストライク
残念、最後の一人は？

一番若い人

東京事務所中山諭
北海道のゆかりのある方々と
ボウリングを一緒にできて良

かったです!!

東京札幌会道免
４０年ぶりのラジオ体操
からスタートしたボウリ
ング大会最高でした！

東京事務所小笠原
ふるさと連合会
サイコー

これからも一致団結して
頑張りましょう！

三井徹宏
２年連続15位

来年は20位になります。
ありがとうございました。

東京常呂会鈴木哲弘
年毎に盛り上がりを見せ、

盛況でした。
次回の開催を楽しみにして

います。
幹事の皆さん、御苦労様で

した

楽しいひと時でした！
外れ券なしで景品頂きま

した。
ありがとうございました。
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　顧   問   高橋　照美   (旭川）
　会　 長（会務全般統括） 三井　照夫（美唄） 　顧   問   新家　鶴男   (別海）
　副会長（総務部会管掌）　　　　田所　政則（天塩） 　相談役  五十嵐　邦男（足寄）
　副会長（事業部会管掌）　　 　　岩村　昌治（森） 　相談役　金曽　裕一　 (札幌）
　副会長（産直部会管掌）　　　　今野　利春（滝川）
　副会長（広報部会管掌） 　　　　秋山　憲一（新得）
　副会長（事務局長・HP管掌）　　奧山　範夫（恵庭）

　委員長  　   奥山　範夫（恵庭）
　委 　員       齊藤　学一（苫小牧）
　委   員       成田　芳生（小樽）
　委   員       今野  利春（滝川）
　委   員       宮高　隆　 （登別）

　専門委員　 山中　茂樹（札幌） 　局 　員　　森　恵理子（福島）

 部会長　田所　政則    (天塩）  部会長　岩村　昌治       （森）  部会長　今野　利春  (滝川）  部会長　秋山　憲一  (新得）
 次 長　　小野　保良    (美唄）  次 長　　成田　芳生       （小樽）  次 長　　笹森　博昭  (福島）  次 長　　宮高　隆     (登別)
 理 事　　渡辺　由紀子（北見）  理 事　　海老澤　美智子（旭川）  理 事AD下田　和房  (岩内）  理 事　　勢旗　加代子（常呂）
 理 事　　齊藤　学一（苫小牧）  理 事　　大田　克好       （池田）  理 事　　足利　稔　  (サロマ）  理 事　　熊谷　譲    (木古内)
 理 事　　古谷　美津子（帯広）  理 事　　奥園　恵美子    （札幌）  理 事　　三宅　雅久  (斜里）  理 事　　藤井　俊文 (中標津）

 理 事　　池田　喜久雄（北斗）  理 事　　須藤　一成  (根室）  部 員　　山村　正広　（足寄）
 理 事　　富岡　信夫   （道南）  理 事　　菊地　淑子 (東神楽)

 理 事　　相馬　功   （秩父別）  理 事     久村  伸一  (共和）

 未加入ふるさと会加入推進委員会 　（株） AIR　DO 　世話役代表　森　隆信（遠別）
 企業会員懇談会 　（株） 北見薄荷通商 　世話役　　　　高橋　郁夫（伊達）
 公益社団法人 北海道倶楽部 　サッポロビール（株） 　世話役　　　　鈴木　武昌（美深）
 公益財団法人 北海道在京学生後援会 　大和ハウス工業（株） 北海道支社 　世話役　　　　五十嵐　邦男（足寄）
 英国 北海道人会 　（株） 北洋銀行　東京支店 　世話役　　　　新井　冨士雄（遠軽）

　（株） 北海道銀行　東京支店
　（株） 北海道新聞社　東京支社
　北海道フードフロンティア（株）
　（株） マツオ赤坂店
　（株） まるごと北海道
　雪印メグミルク（株）
　（株）ビビッﾄﾞガーデン
　赤坂令和MUSIC
　北海道電力（株）

　事  務  局

　監 事　堀川　哲夫（白老）
　監 事　新家　鶴男（別海）

　ホームページ委員会

企 業 会 員 （敬称略） 　役 員 O B 会

事務局長　奧山　範夫（恵庭）

総  務  部  会 事  業  部  会 産  直  部  会 広  報  部  会

諸委員会・関連団体

  ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　金曽　裕一（札幌）

役　員　会　（ 会長 ・ 副会長 ・ 事務局長 ）

　　　令和７年１０月１日現在

理　　事　　会
（三役・理事・監事）

（顧問・相談役）

総　　会

北 海 道 ふ る さ と 会 連 合 会   令和７年度　組 織 図
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東
京
旭
川
会

会　
　
　

長	
荒

川
　

繁

副　

会　

長	
海
老
澤　

美
智
子

副　

会　

長	

小

松

仁

志

副　

会　

長	

並

河

典

子

副　

会　

長	

東

出

康

宏

副　

会　

長	

山

原

正

博

事
務
局
長	

高

木

宏

明

会
計
幹
事	

樋

口
　

巖

顧　
　
　

問	

高

橋

照

美

顧　
　
　

問	

加

藤

桂

子

相　

談　

役	

西
谷
内　

力　

世

相　

談　

役	

朝
比
奈　

康　

弘

東
京
あ
し
ょ
ろ
会

会　
　
　

長	

湯

浅

徳

弥

事
務
局
長	

久

慈

優

子

顧　
　
　

問	

五
十
嵐　

邦　

男

東
京
あ
ぶ
た
・
と
う
や
湖
会

会　
　
　

長	

篠

原
　

博

副　

会　

長	

小
笠
原　

義　

則

副　

会　

長	

永

山

文

男

監　
　
　

事	

三

浦

康

明

事
務
局
長	

齋

藤
　

齋

東
京
ふ
る
里
岩
内
会

会　
　
　

長	

松

代

洋

子

副　

会　

長

兼
事
務
局
長	

髙

松

庫

雄

副　

会　

長	

今
　

慶

範

副　

会　

長	

下

田

和

房

東
京
浦
河
会

会　
　
　

長	

中

井

保

郎

	

役

員

一

同

東
京
恵
庭
ふ
る
さ
と
会

会　
　
　

長	

奥

山

範

夫

副　

会　

長	
本

田

正

則

理　
　
　

事	
坂　

上　

み
ど
り

理　
　
　

事	
大

友

喜

則

監　
　
　

事	

田

窪
　

稔

東
京
遠
別
会

会　
　
　

長	

高　

橋　

二
三
次

副　

会　

長
・

幹　

事　

長

	

岸
　

満

幸

事
務
局
長	

服

部

増

義

顧　
　
　

問	

森
　

隆

信

東
京
帯
広
会

会　
　
　

長	

田

中
　

稔

副　

会　

長	

草

山

和

彦

副　

会　

長	

影

山

晴

久

事
務
局
長	

古　

谷　

美
津
子

東
京
木
古
内
会

会　
　
　

長	

熊

谷
　

護

理　
　
　

事	

役

員

一

同

事　

務　

局	

大

山

格

臣

東
京
北
見
会

会　
　
　

長	

井　

戸　

理
恵
子

幹　

事　

長	

鈴

木

富

雄

東
京
ふ
る
さ
と
共
和
会

顧　
　
　

問	

菊

地

利

男

会　
　
　

長	

石

田
　

明

副　

会　

長	

石

井

勝

美

副　

会　

長	

平　

島　

利
津
子

副　

会　

長	

淡

路

幸

夫

副　

会　

長	

長

瀬

正

人

理　
　
　

事	

久

村

伸

一

理　
　
　

事	

関

口

和

子

東
京
く
っ
ち
ゃ
ん
会

会　
　
　

長	

高

木

武

良

副　

会　

長	

坂

井
　

聖

事
務
局
長	

吉

田
　

穣

東
京
栗
山
会

会　
　
　

長	
渡

辺
　

貞

幹　

事　

長	
佐

藤

雅

樹

東
京
札
幌
会

会　
　
　

長	

秦
　

豊

昭

副　

会　

長	

米

村
　

猛

幹　

事　

長	

道

見

由

貴

東
京
サ
ロ
マ
会

会　
　
　

長	

足

利
　

稔

副　

会　

長	

渡

辺

秀

親

副　

会　

長	

浦

島

外

吉

副　

会　

長	

平

瀬

省

三

副　

会　

長	

宇

佐

貴

雄

事　

務　

局	

西

沢

孝

洋

東
京
下
川
会

会　
　
　

長	

宮

澤

國

雄

副　

会　

長
・

事
務
局
長

	

西

川

稔

彦

東
京
白
老
会

会　
　
　

長	

橋

本

聖

子

副　

会　

長	

堀

川

哲

夫

副　

会　

長	

鈴

森

二

朗

理　
　
　

事	

正

宗
　

卓

理　
　
　

事	

牧　
　
　

千
恵
子

理　
　
　

事	

小

松

俊

文

理　
　
　

事	

村

上

幸

博

理　
　
　

事	

野

本

雅

起

理　
　
　

事	

吉

田

光

夫

理　
　
　

事	

相

木

正

幸

監　
　
　

事	

山

手
　

章

監　
　
　

事	

林
　

　

敦

名
刺
広
告
の
ご
案
内

（
五
十
音
順
で
掲
載
し
ま
し
た
）
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東
京
ふ
る
さ
と
新
得
会

会　
　
　

長	

貴

戸
　

衞

副　

会　

長	

是

村

恭

子

事
務
局
長	

武

田

正

信

理
事
・
会
計	
蜂

谷
　

進

東
京
滝
川
会

会　
　
　

長	

加

藤

晃

章

副　

会　

長	

栗

原

茂

実

副　

会　

長	

笹

川

祐

子

副　

会　

長	

田

湯

智

康

東
京
伊
達
会

会　
　
　

長	

木

村

義

隆

副　

会　

長	

小

野

信

義

副　

会　

長	

永　

井　

富
士
雄

副　

会　

長	

斎

藤
　

豪

東
京
秩
父
別
会

会　
　
　

長	

相

馬
　

功

副　

会　

長	

桑

原

正

巳

副　

会　

長	

寿

崎

裕

征

幹　

事　

長	

飯

島

洋

治

相　

談　

役	

大

西

倫

利

東
京
天
塩
会

会　
　
　

長	

田

所

政

則

事
務
局
長	

越

智

恒

子

東
京
当
麻
会

会　
　
　

長	

高

島

芳

美

副　

会　

長	

岡

田

宏

陽

監　
　
　

事	

片

原

和

明

監　
　
　

事	

荻

澤
　

湖

理　
　
　

事	

山

根

和

明

会　
　
　

計	

天　

野　

利
美
代

顧　
　
　

問	

多

田

健

治

東
京
十
勝
池
田
会

会　
　
　

長	

福

田

和

之

副　

会　

長	

羽

磨

和

世

副　

会　

長	

松

本

正

三

副　

会　

長	

大

田

克

好

事
務
局
長	

倉

島
　

進

事
務
局
長

補　
　
　

佐	

村　

井　

利
津
夫

東
京
常
呂
会

会　
　
　

長	
二

俣

正

光

事
務
局
長	
鈴

木

哲

弘

東
京
と
ま
こ
ま
い
会

会　
　
　

長	

加

来

正

年

副　

会　

長	

遠

藤

直

子

副　

会　

長	

大

我

晴

敏

副　

会　

長	

篠

原

和

行

東
京
中
標
津
会

会　
　
　

長	

藤

井

俊

文

副　

会　

長	

竹

嶋

博

行

副　

会　

長	

村
　

泰

子

副　

会　

長	

竹

下

静

子

副　

会　

長	

飯

塚

澄

子

副　

会　

長	

須

藤
　

博

副　

会　

長	

壽

見

玲

子

幹　

事　

長	

加

藤

武

雄

東
京
ニ
セ
コ
会

会　
　
　

長	

菅

原

信

明

副　

会　

長	

内

藤

則

子

副　

会　

長	

小

野

亮

子

副　

会　

長	

柳

田

征

男

東
京
登
別
げ
ん
き
か
い

会　
　
　

長	

川

西

京

也

副　

会　

長	

宮

崎
　

緑

副　

会　

長	

宮

髙
　

隆

副　

会　

長	

武

藤

眞

幸

事
務
局
長	

笠

原

龍

司

事
務
局
次
長	

川

上
　

紀

顧　
　
　

問	

竹

村

勝

彦

顧　
　
　

問	

大

津

信

二

顧　
　
　

問	

門

山

泰

明

東
京
美
瑛
会

名
誉
会
長	

阿

部

正

夫

　
　
　
　
　
（
木
村
庄
之
助
）

会　
　
　

長	

古

本

勝

美

副　

会　

長	

飯

塚

和

子

副　

会　

長	
溝

手

修

實

副　

会　

長	
下

觸

忠

雄

副　

会　

長	

佐

野

雄

二

理　
　
　

事	

明

石

憲

行

理　
　
　

事	

稲

場
　

仁

理　
　
　

事	

大

場

省

介

理　
　
　

事	

後

藤

勝

美

理　
　
　

事	

瀧
　

榮

一

理　
　
　

事	

葉　

梨　

か
ほ
る

理　
　
　

事	

舟

木
　

茂

理　
　
　

事	

マ
ー
ク
・
シ
ュ
ミ
ッ
ヒ

理　
　
　

事	

前

田
　

晃

理　
　
　

事	

南
　

世

織

理　
　
　

事	

山

田

洋

史

理　
　
　

事	

玉

井

貴

久

理　
　
　

事	

栗

山
　

悟

理　
　
　

事	

宮

澤
　

亮

監　
　
　

事	

福

山

恒

昭

事
務
局
長	

松

島

伸

久

ひ
が
し
か
わ
東
京
会

会　
　
　

長	

金

塚

聰

之

副　

会　

長	

藤

田

篁

英

副　

会　

長	

大　

城　

幣
次
郎

副　

会　

長	

河

治

順

一

副　

会　

長	

荒
　

富

夫

理　

事　

・

事　

務　

局	

吉

田

悟

司

理　

事　

・

事　

務　

局	

田

中

恵

子

理　
　
　

事	

依

田

真

治
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東
京
東
神
楽
会

会　
　
　

長	

安

井

規

雄

副　

会　

長	

増

田

晴

紀

事
務
局
長	

石

井

吉

典

幹　
　
　

事	
佐

藤

大

輔

幹　
　
　

事	
盛

永

健

規

幹　
　
　

事	

舘
小
路　

公　

士

幹　
　
　

事	

大

井

忠

雄

幹　
　
　

事	

菊

地

淑

子

会　
　
　

計	

山

内
　

萌

監　
　
　

事	

岡

本

常

光

名
誉
顧
問	

佐　

藤　

栄
利
子

東
京
美
唄
会

名
誉
会
長	

三

井

照

夫

会　
　
　

長	

鴛

海
　

徹

副　

会　

長	

堀

野

眞

孝

副　

会　

長	

大

石

章

子

副　

会　

長	

小

野

保

良

事
務
局
長	

林
　

芳

雄

事　

務　

局	

後

藤
　

潔

事　

務　

局	

鈴

木

正

行

幹　
　
　

事	

砂
長
谷　

和　

子

幹　
　
　

事	

大

室

政

博

幹　
　
　

事	

今

村

和

磨

幹　
　
　

事	

谷

口

有

史

幹　
　
　

事	

西

田

彩

香

監　
　
　

事	

田

中

幸

子

監　
　
　

事	

石

倉

精

三

顧　
　
　

問	

吉

見

昭

徳

顧　
　
　

問	

菊

地

元

一

東
京
美
深
会

会　
　
　

長	

野

口

佳

一

副　

会　

長	

高

橋
　

猛

副　

会　

長	

山

内

活

良

副　

会　

長

兼
事
務
局
長	

中

里

早

苗

東
京
広
尾
会

名
誉
会
長	

土

谷

祐

太

会　
　
　

長	

岡

田

金

一

副　

会　

長	

山

村
　

享

副　

会　

長	
山

本

耕

治

東
京
深
川
会

会　
　
　

長	
倉

山

昭

蔵

副　

会　

長	

小

柳

明

雄

副
会
長
・

幹　

事　

長	

川　

村　

留
美
子

北
海
道
福
島
会

顧　
　
　

問

 （
福
島
町
町
長
）	

鳴

海

清

春

相　

談　

役	

花

田

善

春

会　
　
　

長	

鎌

田

博

喜

副　

会　

長	

森　
　
　

惠
理
子

幹　

事　

長	

笹

森

博

昭

副
幹
事
長	

小

林

正

巳

幹　
　
　

事	

長

島

邦

子

会　
　
　

計	

出

羽

拓

也

	

他
役
員
一
同

東
京
別
海
・
ふ
る
さ
と
会

会　
　
　

長	

臼

井

洋

二

副　

会　

長	

竹

澤

勇

子

副　

会　

長	

小　

柳　

百
合
子

副　

会　

長	

響
　

章

正

副　

会　

長

兼
事
務
局
長	

金

子

昭

雄

会
計
幹
事	

信　

田　

久
美
子

幹　
　
　

事	

楠

本

禎

子

幹　
　
　

事	

三　

田　

久
美
子

幹　
　
　

事	

工

藤

登

美

幹　
　
　

事	

立

石

淳

子

幹　
　
　

事	

服

部
　

芳

幹　
　
　

事	

須

藤

一

成

幹　
　
　

事	

奥　

村　

久
美
子

幹　
　
　

事	

新　

家　

早
智
子

会
計
監
査	

早

坂

正

三

会
計
監
査	

宇

治

康

子

名
誉
会
長	

新

家

鶴

男

相　

談　

役	

佐　

藤　
　
　

功

東
京
室
蘭
会

顧　
　
　

問	

沢
　

邦

彦

顧　
　
　

問	
塚

田

尚

史

会　
　
　

長	
山

田

和

彦

副　

会　

長	
米

谷

寿

明

副　

会　

長	

八
百
坂　
　
　

仁

副　

会　

長	

白

崎
　

順

副　

会　

長	

木

村
　

悟

副　

会　

長	

五
十
嵐　
　
　

仁

副　

会　

長	

眞

柳

篤

史

副　

会　

長

兼
事
務
局
長	

小
笠
原　

弘　

志

監　
　
　

事	

古

起

祐

子

監　
　
　

事	

東

村

誠

司

東
京
湧
別
会

会　
　
　

長	

後

藤

義

英

副　

会　

長	

島

崎

克

秀

副　

会　

長	

堀

江
　

馨

事
務
局
長	

渡　

辺　

真
知
子

会
計
局
長	

福

嶋

宏

秋

東
京
稚
内
会

名
誉
会
長	

小

坂

輝

雄

会　
　
　

長	

葛

西

邦

治

副　

会　

長	

根

生

道

明

副　

会　

長	

小
笠
原　

健　

悦

北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会 

�

役
員
Ｏ
Ｂ
会

世
話
役
代
表	

森
　

隆

信

世　

話　

役	

鈴

木

武

昌

世　

話　

役	

高

橋

郁

夫

世　

話　

役	

五
十
嵐　

邦　

男

世　

話　

役	

新　

井　

冨
士
雄
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F17　東京ふるさと共和会F14　東京秩父別会

F22　東京根室会

F24　連合会本部

知事と共に

F21　東京北見会

F23　北海道東京事務所

F16　東京幕別会

F15　東京あしょろ会 F18　東京中標津会

F20　東京三笠会

東京天塩会� 「手塩にかけた “ 天塩 ” の味覚」
東京旭川会� 食の宝庫、五感で味わう旭川
東京秩父別会� 鐘のなるまち、ちっぷべつ
東京滝川会� ちょうどいい田舎　滝川
東京美唄会� 皆がときめく未来を語るまち　美唄
東京三笠会� 魅力ある食にあふれるまち三笠
東京栗山会
� 人がいい  自然がいい  住み心地がいい  栗山町
東京小樽会� 灯る・小樽
東京恵庭ふるさと会
� 惠の庭を人がつながる北の大地から
東京ふるさと共和会
� 「らいでんメロン」のふるさと共和町
東京ふる里岩内会
� 岩内に行こう　温泉と美味しい魚を
東京ニセコ会� 環境のまち  小さな世界都市ニセコ
東京伊達会
� 豊富な野菜と世界遺産のまち─伊達市
東京白老会
� 白老牛とウポポイに出会える町しらおい
東京せたな会� 20 周年だョ！せたなに全員集合
北海道森町ふる里の会
� 内浦湾と駒ヶ岳、青と緑が巡り逢う　森町
北海道道南会
� Oh！ Hakodate！ Go！すれば、Oh！がある。
北海道福島会� 横綱の里  海峡の町  北海道福島町
東京浦河会� 丘と海の「まきば」浦河町
東京稚内会� 最北端から海の幸をお届けします。

ひがしかわ東京会� 大雪山の惠みとともに暮らす町
東京東神楽会� 「花の町ひがしかぐら」
東京美瑛会 
　丘のまち美瑛「ベスト・ツーリズム・ビレッジ」
� 国連世界観光機関認定
東京サロマ会
� サロマ湖とオホーツク海に恵まれた　佐呂間町
東京北見会
� 時代は「企業誘致」から「人間誘致」へ　北見市
東京らうす会� 世界自然遺産の町　知床・羅臼町
東京ふるさと斜里会
� 世界自然遺産「知床」のまち　斜里町
東京中標津会
� 北海道の東の空と食の玄関口「なかしべつ」
東京・別海ふるさと会
　～海の青さと緑の大地～
� 地平線を感じにこないか別海町
東京根室会� 朝日にいちばん近い街　根室
東京あしょろ会� 大空と大地のふる里　あしょろ
東京本別会� 日本一の豆の町、特産品もたくさん！
東京ふるさと新得会� 十勝の玄関  新得町（狩勝峠）
東京幕別会�パークゴルフとナウマン象の町  幕別町
東京帯広会
� 「あおあお　ひろびろ　いきいき　おびひろ」
東京広尾会
� 海・山・川が織なす　サンタランド・ひろお

ふるさと観光PR協賛　ふるさと会
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F1　東京本別会

F4　東京栗山会

F5　ひがしかわ東京会

F7　東京・別海ふるさと会

F9　東京らうす会

F10　東京ニセコ会

F11　北海道福島会F6　東京標津会

F2　東京稚内会

F3　東京美唄会 F8　東京ふる里岩内会

F13　東京東神楽会

F12　東京浦河会

株式会社北海道銀行� どさんこバンク
株式会社北洋銀行� 北海道の明日とともに
株式会社北海道新聞社
　あなたのまちのニュースがある
� 北海道新聞デジタル
北海道電力株式会社
� なまらいいべや！ 首都圏の電気
株式会社マツオ
� いつも笑顔の真ん中　松尾ジンギスカン
雪印メグミルク株式会社
� Love Earth. Love Life.
北海道フードフロンティア株式会社
� 北海道を身近に！
サッポロビール株式会社
� 北海道はサッポロビール★
大和ハウス工業株式会社
　北海道の不動産にお困りでしたら、
� ダイワハウスがサポート致します。
株式会社北見ハッカ通商
� 心なごむ　爽やかな北のかおり
赤坂　令和 MUSIC
� 稚内出身のママがいるお店♪

協 賛 企 業（順不同）
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　　　　　　　　　　　　 市　町　村
①渡 島 総 合 振 興 局　（２　９　０）
②檜　山　振　興　局　（０　７　０）
③後 志 総 合 振 興 局　（１　13　６）
④胆 振 総 合 振 興 局　（４　７　０）
⑤石　狩　振　興　局　（６　１　１）
⑥日　高　振　興　局　（０　７　０）
⑦空 知 総 合 振 興 局　（10　14　０）
⑧留　萌　振　興　局　（１　６　１）
⑨宗 谷 総 合 振 興 局　（１　８　１）
⑩上 川 総 合 振 興 局　（４　17　２）
⑪オホーツク総合振興局　（３　14　１）
⑫十 勝 総 合 振 興 局　（１　16　２）
⑬釧 路 総 合 振 興 局　（１　６　１）
⑭根　室　振　興　局　（１　４　０）
　　　 （合計179　市35　町129　村15）

＊北海道地図には必ず北方 4 島
（歯舞・色丹・国後・択捉）が

入ります

北海道の14振興局 北海道ふるさと会連合会加盟の市町名
＊他に 「いたばし北海道人会」 「柏・北海道人会（休会）」 「神奈川県・北海道道人会」 があります。
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　　　　　　　　　　　　 市　町　村
①渡 島 総 合 振 興 局　（２　９　０）
②檜　山　振　興　局　（０　７　０）
③後 志 総 合 振 興 局　（１　13　６）
④胆 振 総 合 振 興 局　（４　７　０）
⑤石　狩　振　興　局　（６　１　１）
⑥日　高　振　興　局　（０　７　０）
⑦空 知 総 合 振 興 局　（10　14　０）
⑧留　萌　振　興　局　（１　６　１）
⑨宗 谷 総 合 振 興 局　（１　８　１）
⑩上 川 総 合 振 興 局　（４　17　２）
⑪オホーツク総合振興局　（３　14　１）
⑫十 勝 総 合 振 興 局　（１　16　２）
⑬釧 路 総 合 振 興 局　（１　６　１）
⑭根　室　振　興　局　（１　４　０）
　　　 （合計179　市35　町129　村15）

＊北海道地図には必ず北方 4 島
（歯舞・色丹・国後・択捉）が

入ります

北海道の14振興局 北海道ふるさと会連合会加盟の市町名
＊他に 「いたばし北海道人会」 「柏・北海道人会（休会）」 「神奈川県・北海道道人会」 があります。
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オ
ホ
ー
ツ
ク
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て

オ
ホ
ー
ツ
ク
ふ
る
さ
と
会
連
合
会　

会
長　

有　

南　

勝　

重 

（
東
京
網
走
会
）

２
０
０
３
年
の
３
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
内
の
各
東
京
ふ
る
さ
と
会
が
結
集
し
て
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
が
ス
タ
ー
ト

し
て
東
京
北
見
会
の
辰
野
清
隆
様
が
初
代
会
長

に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
本
年
で
２２
年
を
経
過
し

て
い
ま
す
。

こ
の
２２
年
間
の
間
、
２
年
交
代
で
当
番
会
長

職
を
網
走
会
、
紋
別
会
、
常
呂
会
、
女
満
別

会
、
サ
ロ
マ
会
の
会
長
様
が
就
任
し
ま
し
て
会

の
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
初
回
開
催
は
、
紋
別
会

の
会
長
時
代
に
第
１
回
目
の
開
催
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
３
年
間
の
自
粛

期
間
を
除
き
ま
し
て
、
第
１５
回
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、

本
年
７
月
５
日
に
９０
名
の
参
加
の
下
に
賑
や
か

に
開
催
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
第
１５
回
大
会
が
盛

大
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
役
員
の
皆
様

の
他
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
お
力

添
え
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
年
齢
上
が
る
中
で
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
へ
の
熱

意
は
尽
き
ま
せ
ん
。

大
会
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
例
年
の
通

り
、
各
ふ
る
さ
と
会
様
か
ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

の
実
行
委
員
が
派
遣
さ
れ
て
、
大
き
な
戦
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
後
の
二
次
会
の
表

彰
式
で
は
個
人
賞
・
団

体
賞
の
他
、
各
ふ
る
さ

と
会
と
個
人
か
ら
提
供

さ
れ
ま
し
た
豪
華
な
賞

品
を
基
に
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
に
て
大
い
に
盛

り
上
げ
４
時
間
に
及
ぶ

大
会
の
終
宴
を
迎
え
、

例
年
通
り
次
回
の
再
会

を
期
待
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

カ
ム
イ
の
宿
る
エ
カ
シ
の
イ
ナ
ウ

東
京
北
見
会　

会
長　

井　

戸　

理
恵
子

西
荻
窪
で
カ
フ
ェ
を
始
め
て
１０
年
に
な
る
。

ア
イ
ヌ
の
方
も
偶
然
訪
ね
て
来
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

宇
梶
静
江
さ
ん
も
そ
の
お
一
人
。
２
０
１
７

年
の
４
月
末
、
ふ
ら
り
と
来
ら
れ
た
。
そ
の
縁

で
幾
度
か
お
会
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
日
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
の
日
川
善
次
郎
エ

カ
シ
（
老
人
）
の
カ
ム
イ
幣
を
託
さ
れ
た
話
を

し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
見
せ
て
欲
し
い
と
の
こ

と
。
古
い
イ
ナ
ウ
（
ケ
ズ
リ
カ
ケ
、
幣
）
を
前

に
宇
梶
さ
ん
は
感
慨
深
い
顔
で
見
つ
め
な
が

ら
、
な
ぜ
あ
な
た
の
元
に
来
た
の
か
、
と
不
思

議
が
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
イ
ナ
ウ
は
ア
イ
ヌ
の

カ
ム
イ
が
度
々
宿
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
存
在

感
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
の
だ
。

イ
ナ
ウ
の
元
の
持
ち
主
だ
っ
た
方
は
屡
々

「
日
川
エ
カ
シ
」
に
夢
の
中
で
手
招
き
さ
れ

た
、
と
い
う
。

そ
う
し
た
時
に
な
ぜ
か
わ
た
し
か
ら
の
電
話

で
目
が
覚
め
た
と
か
で
。
そ
れ
は
「
エ
カ
シ
」

と
繋
が
る
な
に
か
し
ら
の
縁
と
思
わ
れ
た
の
だ

ろ
う
。
イ
ナ
ウ
を
祀
っ
て
あ
る
工
房
に
入
れ
て

い
た
だ
き
、
祀
っ
て
あ
っ
た
イ
ナ
ウ
を
「
エ
カ

シ
の
（
イ
ナ
ウ
）
だ
」
と
だ
け
伝
え
、
自
然
に

手
渡
さ
れ
た
。
恐
ら
く
、
自
身
の
寿
命
が
尽
き

る
こ
と
を
ご
存
知
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

亡
く
な
っ
た
日
の
数
日
後
、
夢
の
中
で
再
び

彼
に
出
会
う
。
彼
は
こ
う
言
っ
た
。「
あ
ん
た

は
な
、
ア
イ
ヌ
の
ほ
ん
と
う
を
伝
え
る
ん
だ
」

と
。
幼
少
期
か
ら
の
真
実
（
ほ
ん
と
う
）
の

「
ア
イ
ヌ
の
方
々
」
と
の
交
流
、「
イ
ナ
ウ
」
を

前
に
感
じ
る
の
は
す
べ
て
の
も
の
に
自
由
な
カ

ム
イ
を
瞬
間
的
に
宿
し
、
そ
の
カ
ム
イ
と
対
話

す
る
こ
と
で
自
然
の
力
を
自
ら
の
中
に
包
括
し

て
い
く
。
決
し
て
縛
ら
れ
ず
、
決
し
て
従
わ

ず
。…
ひ
た
す
ら
、
自
由
な
魂
を
持
ち
続
け
る
。

カ
ム
イ
は
わ
が
ま
ま
を
い
わ
な
い
。
よ
く
ば

ら
な
い
。
ふ
ん
づ
け
た
り
、
汚
し
た
り
し
て
も

す
べ
て
受
け
入
れ
る
。

だ
か
ら
カ
ム
イ
、
な
ん
だ
よ
ー
。

ア
イ
ヌ
と
し
て
の
誇
り
は
ア
イ
ヌ
の
祖
先
か

ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
。
す
べ
て
を
受
け
入
れ

て
か
ら
自
然
の
知
性
の
ま
ま
に
生
き
る
。

金
色
に
輝
く
、
カ
ム
イ
ノ
ミ
（
祈
り
）
が
な

さ
れ
て
き
た
「
イ
ナ
ウ
」
に
は
カ
ム
イ
が
宿
る

力
が
籠
る
。

安
ら
か
に
、
自
由
に
、
豊
か
に
、
宿
り
、
す

べ
て
の
ア
イ
ヌ
に
カ
ム
イ
の
力
を
も
っ
て
、
そ

の
縁
を
結
ん
で
い
く
か
の
よ
う
に
。

北見
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旭
川
の
話
題

東
京
旭
川
会　

副
会
長　

小　

松　

仁　

志

こ
の
１
年
間
は
、
時
代
の
転
換
期
を
う
か
が

わ
せ
る
話
題
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

２４
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
旭
川
出
身
の
女
子
や
り
投
げ
の

北
口
榛
花
選
手
は
、「
も
っ
と
や
り
を
遠
く
に

飛
ば
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
夢
の
７０
メ
ー
ト

ル
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
引

き
続
き
前
進
す
る
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。
昨

年
１０
月
に
実
施
さ
れ
た
凱
旋
パ
レ
ー
ド
で
は

４
万
８
千
人
の
市
民
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
北

口
選
手
は
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
町
田
瑠
唯
選
手
、
旭
川

野
球
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
元
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ

ァ
ロ
ー
ズ
の
星
野
伸
之
さ
ん
、
フ
ッ
ト
サ
ル
日

本
代
表
監
督
の
高
橋
健
介
さ
ん
ら
と
と
も
に
旭

川
市
の
「
ス
ポ
ー
ツ
み
ら
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

に
就
任
し
て
い
ま
す
。

旭
川
出
身
の
藤
本
壮
介
さ
ん
が
設
計
・
監
修
し

た
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
「
リ
ン
グ
」
を
シ
ン

ボ
ル
と
す
る
大
阪
・
関
西
万
博
２
０
２
５
が
４
月

か
ら
10
月
ま
で
の
予
定
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
相
撲
の
元
横
綱
の
北
の
富
士
さ
ん
が
昨
年

１１
月
１２
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
北
の
富
士
さ
ん

は
、
旭
川
出
身
で
東
京
旭
川
会
の
懇
親
会
に
何

度
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
。

東
京
旭
川
会
は
、
昨
年
10
月
に
第
４６
回
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
者　

知
里
（
ち
り
）

幸
恵
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
映
画
『
カ
ム
イ
の

う
た
』
の
監
督
の
菅
原
浩
志
さ
ん
を
お
招
き
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
6
月
11
日
に
は
、
あ
さ
ひ
か
わ
菓
子
博

に
合
わ
せ
て
第
３１
回
郷
土
訪
問
の
旅
を
実
施
し

ま
し
た
。
菓
子
博
他
の
訪
問
先
は
、
旭
川
市
新

庁
舎
、
北
鎮
記
念
館
、
扇
松
園
、
日
本
醤
油
工

業
で
し
た
。
夜
に
は
旭
川
市
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
の
懇
親
会
。
久
々
に
旧
交
を
温
め
賑
や
か
に

懇
談
し
ま
し
た
。

旭川

▼東京旭川会のホームページ
（https://www.asahikawakai-
tokyo.jp/index.html）の QR
コード

女
性
町
長
誕
生
～
新
し
い
風
が
吹
く
～

東
京
ふ
る
さ
と
新
得
会　

会
長　

 

貴　

戸　
　
　

衞

十
勝
管
内
初
め
て
の
女
性
首
長
が
東
大
雪
と

日
高
山
脈
と
い
う
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
新
得
町

に
誕
生
し
ま
し
た
。
湯
浅
真
希
（
新
得
町
生
ま

れ
、
４８
歳
）
さ
ん
で
す
。（
町
議
３
期
、
前
町

議
会
副
議
長
）

５
期
２０
年
務
め
た
浜
田
町
長
の
不
出
馬
か
ら

新
人
２
人
の
選
挙
戦
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
２０

日
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
９８
票
の
僅
差
で
佐
藤
前

副
町
長
を
破
り
当
選
し
ま
し
た
。

北
海
道
の
市
町
村
単
位
で
は
３
人

目
の
女
性
首
長
に
な
り
ま
す
。
新

得
町
に
新
し
い
風
が
吹
い
て
来

た
～
！  

と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

湯
浅
氏
は
、
町
政
が
町
民
の
意

見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
足
り
な

い
と
感
じ
、
皆
さ
ん
の
声
を
町
政

に
届
け
た
い
と
第
一
声
を
上
げ
ま

し
た
。

当
選
か
ら
一
夜
明
け
、「
新
得
、

屈
足
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
と
特
色
が
濃

い
町
、
と
改
め
て
町
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
た
」「
若
い
人
達
も

町
政
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
良
か
っ
た
。
オ
ー
ル
新
得
で

町
づ
く
り
に
励
み
た
い
」
と
対
話

の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
と
の

こ
と
。

人
口
減
等
町
の
課
題
は
多
々
あ

り
ま
す
が
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
新
し
い
風
が
町
に
ど
の
よ
う
な

変
化
を
も
た
ら
す
か
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

当
会
と
し
て
も
十
勝
管
内
初
め
て
の
女
性
首

長
誕
生
を
誇
り
に
当
会
の
目
的
で
あ
る
「
郷
土

愛
を
深
め
新
得
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
。」
を

念
頭
に
新
町
長
を
応
援
す
る
と
と
も
に
町
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新得

第2青函トンネル構想を実現する会
実現させたい 夢がある　津軽海峡に新たな青函トンネルを

第2青函トンネル構想を実現する会
会長　　鳴海清春 福島町長
事務局　福島町役場企画課　電話 0139-47-3007

新幹線本来の高速走行の実現

オール北海道の振興及び経済の底上げ

交流人口及び関係人口の拡大

会員募集中

ふるさと応援団 北海道福島会

北海道福島町

第2青函トンネルに期待すること
入
会
申
込
み
は
コ
チ
ラ

1.

2.

3.
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今
年
も
元
気
を
あ
り
が
と
う 

　
　

２
０
２
５
全
小
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
！

東
京
遠
別
会　

副
会
長
兼
幹
事
長　

岸　
　
　

満　

幸

8
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
首
都
圏
6
会
場
に

て
「
君
が
ヒ
ー
ロ
ー　

君
も
ヒ
ロ
イ
ン
～
み
ん

な
主
役
だ　

全
小
バ
レ
ー
～
」
の
大
会
テ
ー
マ

の
も
と
、
第
45
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
地
で
勝
ち
残
っ
た
男

子
・
女
子
・
混
合
そ
れ
ぞ
れ
51
チ
ー
ム
が
東

京
・
神
奈
川
・
千
葉
の
6
会
場
に
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

わ
が
ふ
る
さ
と
の
遠
別
イ
ー
グ
ル
ス
も
北

北
海
道
混
合
チ
ー
ム
代
表
と
し
て
も
4
年
連

続
、
8
回
目
の
出
場
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今

年
も
遠
別
町
か
ら
の
応
援
団
15
名
の
皆
さ
ん
に

混
じ
っ
て
東
京
遠
別
会
メ
ン
バ
ー
も
高
橋
会
長

を
は
じ
め
6
名
が
船
橋
ア
リ
ー
ナ
に
応
援
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
予
選
1
日
目
ス
ト
レ
ー
ト
で

2
連
勝
、
そ
し
て
2
日
目
も
ス
ト
レ
ー
ト
で
2

連
勝
と
い
よ
い
よ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
決

定
戦
と
な
り
ま
し
た
。

相
手
は
強
豪
の
宮
城
チ
ー
ム
で
、
幸
先
よ
く

第
１
セ
ッ
ト
を
取
り
久
々
の
ベ
ス
ト
８
進
出
か

な
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
2
セ
ッ

ト
逆
転
さ
れ
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
宮
城
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
々
決
勝
で
健

闘
む
な
し
く
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
必
勝
鉢
巻
と
日
の
丸
扇
子
と
応
援
グ

ッ
ズ
を
揃
え
て
、
遠
別
応
援
団
に
混

じ
っ
て
勢
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
選

手
の
頑
張
り
に
、
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
の
応
援
は
年
寄
り
に
は
疲
れ
ま
し

た
が
、
ふ
る
さ
と
の
子
供
た
ち
の
頑

張
り
に
は
、
と
て
も
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

遠
別
イ
ー
グ
ル
ス
の
〝
勝
ち
負
け

に
拘
ら
ず
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
い
つ

も
明
る
く
・
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
ス

タ
イ
ル
〟
は
、
真
の
ス
ポ
ー
ツ
の
あ

り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
チ
ー
ム
を
育
成
さ
れ
た
監
督
・

コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
来
年
も
待
っ
て
ま
す
よ
。 

遠別

小
樽
潮
ま
つ
り
ツ
ア
ー東

京
小
樽
会　

会
長　

成　

田　

芳　

生

参
加
者
の
最
年
長
は
、
９３
才
の
本
間
さ
ん
で

あ
る
。
そ
し
て
、
０
歳
の
双
子
の
孫
を
同
伴
し

た
柳
原
さ
ん
も
一
員
で
あ
っ
た
。
新
潟
か
ら
新

日
本
海
フ
ェ
リ
ー
で
小
樽
港

へ
、
総
勢
２２
名
で
「
東
京
小
樽

会
５０
周
年
記
念　

小
樽
潮
ま
つ

り
ツ
ア
ー
」
を
挙
行
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
期
間
中

８５
万
人
を
集
め
る
小
樽
市
最
大

の
祭
り
、
５９
回
目
を
迎
え
る
。

三
波
春
夫
が
歌
う
音
頭
「
ど
ん

ど
こ
ざ
ぶ
ー
ん
と
、
ド
ン
ざ
ぶ

ん
」
に
合
わ
せ
る
〝
う
し
お
踊

り
〟、
地
元
小
中
学
校
、
町
内

会
、
企
業
・
団
体
が
２
キ
ロ
ほ
ど
踊
り
歩
く
。

そ
の
数
７５
梯
団
、
次
々
と
ゴ
ー
ル
で
あ
る
祭
り

会
場
の
中
央
ス
テ
ー
ジ
ま
で
練
り
こ
み
を
す

る
。
東
京
小
樽
会
は
、「
と

び
い
り
Ｄ
Ｅ
踊
り
隊
」
と

し
て
踊
っ
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
新
日
本

海
フ
ェ
リ
ー
「
あ
ざ
れ
あ
」

（
全
長
１
９
７
・
５
ｍ
、

１
４
，２
１
４
ｔ
）
で
7
月

２５
日
昼
に
新
潟
港
を
出
港

し
、
翌
朝
26
日
に
小
樽
港
に

着
岸
す
る
船
旅
で
あ
る
。
そ

の
日
は
、
大
変
凪
で
静
か
な

日
本
海
で
あ
っ
た
。
美
し
い
夕
日
が
沈
む
日
本

海
を
眺
め
な
が
ら
、
食
事
を
楽
し
み
、
全
員
で

〝
う
し
お
踊
り
〟
の
猛
特
訓
を
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
の
18
時
間
で
あ
っ
た
。

朝
6
時
に
下
船
し
た
あ
と
、
タ
ク
シ
ー
で
１０

分
た
ら
ず
で
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
に
到
着
、
ホ
テ

ル
で
朝
の
食
事
を
し
、
す
ぐ
に
8
時
か
ら
市
内

観
光
に
出
発
し
た
。

小
樽
商
科
大
学
資
料
館
、
祝
津
ニ
シ
ン
御

殿
、
青
山
邸
、
日
和
山
灯
台
、
青
塚
食
堂
で
焼

ホ
タ
テ
刺
身
の
昼
食
、
２
０
３
８
年
開
業
予
定

の
新
幹
線
小
樽
駅
の
建
設
現
場
、
田
中
酒
造
蔵

元
で
試
飲
、
そ
し
て
懐
か
し
い
が
少
し
変
貌
し

た
小
樽
の
街
並
み
、
坂
道
を
巡
っ
た
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
、〝
う
し
お
踊
り
〟
が
始

ま
る
。
東
京
小
樽
会
で
誂
え
た
法
被
を
全
員
着

こ
み
、
１４
時
30
分
ス
タ
ー
ト
、
船
で
の
特
訓
の

成
果
を
出
し
切
ろ
う
と
潮
音
頭
に
合
わ
せ
て
、

沿
道
か
ら
の
視
線
も
気
に

せ
ず
、
み
ん
な
無
我
夢

中
、
猛
暑
の
中
、
一
時
間

踊
り
通
し
た
。

踊
っ
た
後
は
、
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
で
夕
食
会
。
迫
市

長
を
交
え
、
懐
か
し
い
小

樽
の
話
、
小
樽
の
現
状
や

将
来
に
つ
い
て
大
い
に
語

り
合
い
盛
り
上
が
っ
た
。

小
樽
潮
ま
つ
り
ツ
ア
ー
、

こ
れ
に
て
、
終
了
。

来
年
、
第
６０
回
と
な
る

小
樽
潮
ま
つ
り
、
踊
る
阿

呆
に
見
る
阿
呆
、
ど
う
せ

や
る
な
ら
踊
る
、
だ
ね
、

ま
た
小
樽
に
来
よ
う
。

小樽

潮まつりツアー
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マ
マ
チ
ャ
リ
で
行
く 

　

ト
カ
プ
チ
４
０
０
と
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ

東
京
帯
広
会　

事
務
局
長　

古　

谷　

美
津
子

ト
カ
プ
チ
４
０
０
と
は
帯
広
駅
を
起
終
点
と

し
、
８
の
字
に
周
遊
す
る
道
内
で
初
め
て
の
延

長
約
４
０
０
㎞
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
で
す
。
コ
ー
ス
に
は
十
勝
で
指
定
さ
れ
て
い

る
日
本
風
景
街
道
（
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ

イ
）
が
含
ま
れ
、
日
高
山
脈
と
十
勝
平
野
の
大

パ
ノ
ラ
マ
を
眺
め
な
が
ら
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

楽
し
め
、
さ
ら
に
ル
ー
ト
に
は
道
の
駅
も
設
定

さ
れ
て
お
り
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
で
十
勝
の

食
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
、
十
勝
川
温
泉
な
ど

の
観
光
施
設
も
充
実
。

６
月
、
梅
雨
空
の
東
京
を
後
に
と
か
ち
帯
広

空
港
へ
。
駅
前
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用

し
、
ま
す
や
パ
ン
「
麦
音
」
で
朝
食
。
市
内
に

あ
る
広
大
な
敷
地
の
テ
ラ
ス
席
で
爽
や
か
な
朝

の
空
気
を
吸
い
込
み
マ
マ
チ
ャ
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
ス
タ
ー
ト
。

銀
の
匙
で
有
名
に
な
っ
た
帯
広
農
業
高
校
の

校
内
か
ら
帯
広
畜
産
大
学
内
の
酒
蔵
「
碧
雲

蔵
」
へ
。
初
夏
の
緑
が
心
地
よ
く
エ
ゾ
リ
ス
に

も
ご
挨
拶
、
気
分
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ
ー
ド
に

な
る
が
、
こ
こ
か
ら
が
本
当
に

遠
い
。
微
妙
に
続
く
上
り
坂
が

マ
マ
チ
ャ
リ
で
は
少
し
き
つ

く
、
右
手
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
、

そ
の
奥
に
は
日
高
山
脈
。
ひ
た

す
ら
ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
ス
タ
ー
ト

か
ら
２０
㎞
を
過
ぎ
た
頃
、
や
っ

と
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
白
樺
」
に

到
着
。
こ
こ
は
味
付
け
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
お
店
。
近
く

の
「
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
」「
六
花
の
森
」
へ
と

ガ
ー
デ
ン
街
道
を
駆
け
抜
け
る
予
定
で
し
た

が
、
疲
労
感
の
た
め
「
十
勝
ヒ
ル
ズ
」
に
寄
り

帯
広
駅
へ
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

丘
の
上
に
あ
る
「
十
勝
ヒ
ル
ズ
」
は
花
々

が
咲
き
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
グ
ッ
ズ
の
貸
し
出
し
な
ど
自
然

と
食
を
満
喫
で
き
る
魅
力
満
載
の
ガ
ー
デ
ン

街
道
の
ひ
と
つ
。
６
月
は
北
海
道
最
大
級
の

「
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ
」
が
開
催
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
小
さ
な
街
で
始

ま
っ
た
都
市
空
間
に
彩
り
と
詩
情

を
も
た
ら
す
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
。

約
１
０
０
０
本
の
カ
ラ
フ
ル
な
傘

が
ガ
ー
デ
ン
内
の
空
を
彩
り
、
絵

本
の
中
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
幻

想
的
で
魔
法
の
よ
う
な
ひ
と
と
き

が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
ま
し
た
。
１
日
約
８０
㎞
、

「CO
LO
RER LA

 V
IE !!

」

帯広

アンブレラスカイ

木
古
内
の
坊

東
京
木
古
内
会　

事
務
局　

大　

山　

格　

臣

木
古
内
町
に
語
り
継
が
れ
る
昔
話
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

明
治
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
、
に
し
ん
漁
で
賑

わ
う
３
０
０
戸
た
ら
ず
の
木
古
内
村
に
ひ
と
り
の

男
の
子
が
生
ま
れ
た
。
家
は
貧
し
く
、
父
は
盲
目

で
、
か
細
い
母
親
が
頼
り
で
あ
っ
た
が
早
く
に
亡

く
し
て
し
ま
う
。
そ
の
名
は
、
川
又
友
吉
と
い
う
。

幼
く
し
て
父
と
同
じ
く
目
を
患
い
な
が
ら

も
、
父
と
幼
い
弟
を
食
べ
さ
せ
る
た
め
に
仕
方

な
く
物
乞
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
泉
沢
村
出

身
の
松
田
邏
卒
（
ら
そ
つ
、
巡
査
）
に
函
館
で

諭
さ
れ
、
付
け
木
（
マ
ッ
チ
）
を
道
売
り
歩
く

こ
と
に
な
り
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
「
付
け
木

買
わ
ね
が
ね
、
付
け
木
要
ら
ん
が

ね
」
と
道
南
各
地
を
回
り
生
活
を

支
え
て
い
た
。
６
尺
豊
か
な
大
男

で
、
丸
坊
主
。
誰
に
で
も
正
直

に
、
誰
よ
り
も
家
族
を
大
切
に
ど

こ
ま
で
も
純
粋
な
心
を
も
っ
て
43
年
の
人
生
を

生
き
抜
き
、
そ
の
後
、
善
根
が
実
り
大
阪
淀
屋

橋
の
長
者
の
子
に
生
ま
れ
替
わ
っ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
真
摯
な
生
き
様
は
「
木
古
内
の
坊
物
語
」

で
地
域
の
人
々
に
語
り
継
が
れ
、「
木
古
内
の

坊
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
老
舗
菓
子

店
の
銘
菓
「
孝
行
餅
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
描
か

れ
て
い
る
ほ
か
、
国
道
沿
い
に
は

多
く
の
町
民
の
志
と
浄
財
に
よ
っ

て
像
が
建
立
さ
れ
、
澄
み
渡
る
津

軽
の
海
を
背
に
し
て
立
っ
て
お
り

周
辺
は
小
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

木古内

東京都中央区銀座 7 丁目1 7 ─ 1 2
銀 座 東 京 ビ ル 6 階
安 井・好 川・渡 辺  法 律 事 務 所
　TEL 0 3（ 6 2 6 4 ）2 5 7 0（代）
　FAX 0 3（ 6 2 6 4 ）2 5 7 1
E-mail  nyasui@y9.dion.ne.jp

〒104─0061
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栗
山
高
校
女
子
野
球
部東

京
栗
山
会　

会
長　

渡　

辺　
　
　

貞

２
０
２
３
年
春
、
公
立
高
校
と
し
て
は
道
内

初
の
栗
山
高
校
女
子
野
球
部
が
、
新
入
生
１４
名

を
迎
え
て
、
創
部
し
ま
し
た
。
創
部
よ
り
４
年

ほ
ど
前
の
２
０
１
９
年
頃
、
栗
山
高
校
へ
の
入

学
者
数
が
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
廃
校
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
た
栗
山
高
校

の
Ｏ
Ｂ
に
、
栗
山
町
に
自
宅
の
あ
る
元
Ｗ
Ｂ
Ｃ

監
督
の
栗
山 

英
樹
さ
ん
が
「
女
子
野
球
部
を
作

っ
て
み
て
は
」
と
提
案
を
し
た
の
が
、
創
部
の

き
っ
か
け
で
し
た
。
こ
の
Ｏ
Ｂ
が
早
速
、
町
に

女
子
野
球
部
の
設
置
を
提
案
し
、
町
の
関
係
者

と
と
も
に
、
他
の
公
立
高
校
の
女
子
野
球
部
の

あ
る
町
を
い
く
つ
か
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
ど
の

町
も
商
店
街
ぐ
る
み
で
応
援
し
て
い
た
り
、
野

球
部
員
が
町
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
様
子
を

見
て
、
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
知

り
、
高
校
に
女
子
野
球
部
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
女
子
硬
式
野
球
元
日
本
代
表
の
主
将

と
し
て
活
躍
し
た
天
塩
町
出
身
の
金 

由
起
子

さ
ん
を
監
督
に
招
き
、
当
初
は
同
好
会
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
２
０
２
３
年
の
創
部
に
漕
ぎ
付
け

ま
し
た
。
今
年
（
２
０
２
５
年
）
春
に
は
、
新

た
に
１０
名
の
新
入
生
を
加
え
、
総
勢
４２
名
の
部

員
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
部
員
の
出
身
地
は
、

道
内
各
地
の
ほ
か
東
京
や
神
奈
川
に
も
及
び
ま

す
。
部
員
全
員
、
町
が
作
っ
た
寮
で
暮
ら
し
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
い
な
が
ら

女
子
高
校
野
球
の
全
国
制
覇
を

目
指
し
て
猛
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

創
部
早
々
の
２
０
２
３
年
５

月
に
は
、
６
チ
ー
ム
か
ら
成
る

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
リ
ー
グ
に

参
戦
し
、
高
校
生
チ
ー
ム
に
加

え
て
、
社
会
人
チ
ー
ム
や
大
学

生
チ
ー
ム
と
も
戦
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
年
の
夏
に
は
、
毎
年
、

兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
女

子
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
１
回
戦

で
見
事
、
初
勝
利
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

翌
年
春
に
は
埼
玉
県
で
開
催
の
女
子
高
校
野
球

選
抜
大
会
に
出
場
し
、
こ
こ
で
も
１
回
戦
で
選

抜
初
勝
利
。
以
降
、
夏
春
と
毎
回
、
女
子
高
校

野
球
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

栗
山
町
で
は
、
栗
山
高
校
女
子

野
球
部
後
援
会
が
２
０
２
２
年�

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後�

援
会
が
主
催
す
る
「
く
り
や
ま

D
ream

 Cup

女
子
硬
式
野
球
大

会
」
を
毎
年
、
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
後
援
会
を
中
心
に
部

員
と
町
民
と
の
交
流
や
部
員
の
町

の
行
事
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
栗
山
町

の
社
会
活
動
の
活
性
化
に
も
栗
山

高
校
女
子
高
校
野
球
部
は
貢
献
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
冬
の
雪
中
で
の
練
習
を
も
の
と

も
せ
ず
頑
張
っ
て
い
る
栗
山
高
校
女
子
野
球
部

に
注
目
で
す
。
応
援
を
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

栗山

爺
さ
ん
の
遠
足
プ
ラ
ン

神
奈
川
県
北
海
道
道
人
会　

阿　

部　

正　

夫

現
役
時
代
か
ら
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
集
っ
て

勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
仲
間
。
そ
の
中
に
特
に

親
し
い
４
人
組
（
爺
さ
ん
４
人
会
）
元
気
な
う

ち
に
必
ず
北
海
道
旅
行
し
よ
う
と
い
う
話
に
な

っ
て
い
た
の
で
今
回
実
現
し
た
。
今
回
は
南
北

海
道
を
レ
ン
タ
カ
ー
で
３
泊
４
日
で
回
る
計
画

だ
。
こ
の
会
報
発
行
時
は
松
前
方
面
を
回
っ
て

い
る
と
推
測
す
る
。 

１０
月
１３
日
（
初
日
）　

１３
時
新
千
歳
空
港
に
集

合
し
て
。
ま
ず
は
腹
ご
し
ら
え
「
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
」
を
早
来
の
橋
本
牧
場
で
食
べ
る
。
昼
食
を

終
え
た
ら
支
笏
湖
経
由
「
フ
ォ
ー
レ
ス
ト

２
７
６
大
滝
」
へ
。
国
道
２
７
６
号
線
を
ド
ラ

イ
ブ
「
名
水
の
郷
き
ょ
う
ご
く
」
に
到
着
し
た

ら
羊
蹄
山
名
物
「
あ
げ
い
も
」
と
美
味
し
い
水

で
乾
杯
。
蝦
夷
富
士
「
羊
蹄
山
」
に
旅
行
祈
願

を
し
て
ニ
セ
コ
町
に
寄
る
。「
有
島
記
念
館
と

第
二
有
島
だ
ち
ょ
う
牧
場
見
学
。
真
狩
村
細
川

た
か
し
の
記
念
像
で
今
夜
の
宴
会
に
備
え
て
発

声
練
習
。
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

「
２
３
０
ル
ス
ツ
」、
ホ
ロ
ホ
ロ
峠
を
越
え
て
ホ

テ
ル
は
「
白
老
リ
ブ
マ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
う
ぽ

ぽ
い
」
こ
こ
で
は
白
老
牛
炙
り
寿
司
を
頂
く
。

爺
さ
ん
鼾
が
う
る
さ
い
の
で
各
人
豪
華
ツ
イ
ン

ベ
ッ
ド
の
部
屋
を
用
意
し
た
。 

１０
月
１４
日
（
２
日
目
）　

ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

を
見
学
、
白
老
・
虎
杖
浜
の
有
名
な
「
た
ら
こ
」

を
お
土
産
に
買
う
。
登
別
地
獄
谷
、
熊
牧
場
見

学
、
室
蘭
・
地
球
岬
「
白
鳥
大
橋
を
車
で
渡

る
」。
昼
は
長
万
部
の
幸
寿
司
で
松
前
高
校
時

代
の
友
人
と
お
会
い
し
、
食
事
を
し
な
が
ら
北

海
道
経
済
の
話
を
聞
く
。
鹿
部
で
「
浜
の
母
さ

ん
食
堂
」
に
寄
っ
て
お
袋
の
味
を
堪
能
す
る
。

２
日
目
の
ホ
テ
ル
は
函
館
駅
前
の
国
際
ホ
テ
ル

（
北
海
道
朝
食
グ
ル
メ
Ｎ
Ｏ
１
）
に
泊
ま
る
。

夜
の
函
館
山
か
ら
日
本
三
大
夜
景
を
眺
め
る
。 

１０
月
１５
日
（
３
日
目
）　

朝
食
後
「
う
に
丼
」

の
む
ら
か
み
函
館
総
本
店
に
行
く
。
函
館
駅
前

を
出
発
し
て
函
館
香
雪
園
と
見
晴
ら
し
公
園
と

周
辺
の
坂
道
。
五
稜
郭
公
園
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修

道
院
、
新
幹
線
木
古
内
駅
（
ワ
カ
メ
ひ
じ
き
醤

油
ラ
ー
メ
ン
）
を
味
会
う
。
知
内
・
北
島
三
郎

生
家
の
前
で
記
念
撮
影
。
知
内
温
泉
で
テ
ン
ト

サ
ウ
ナ
体
験
、
横
綱
の
里
「
福
島
町
」
最
近
熊

が
出
没
危
険
と
い
う
。
北
海
道
最
南
端
、
白
神

岬
か
ら
青
森
竜
飛
（
お
袋
が
生
ま
れ
里
）
を
望

む
。
今
晩
の
宿
は
温
泉
旅
館
・
矢
野
に
宿
泊
す

る
。
松
前
は
筆
者
の
ふ
る
さ
と
、
松
前
に
来
る

の
は
今
回
の
旅
行
が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。 

１０
月
１６
日
（
４
日
目
）　

最
終
日
松
前
公
園

（
松
前
城
）
と
道
の
駅
「
北
前
船
松
前
」、
松
前

漬
け
「
元
祖
龍
野
屋
」
高
校
の
同
級
生
の
店
で

「
う
に
丼
か
海
苔
だ
ん
だ
ん
」
を
食
べ
る
。
日

本
海
を
左
に
見
て
江
差
に
向
か
う
。
江
差
追
分

会
館
で
３
７
０
年
の
歴
史
の
あ
る
江
差
追
分
を

生
で
聞
く
。
昼
は
江
差
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
頂
く
。
最
後
に
お
別
れ
豪
華
食
事
会
函
館
空

港
１５
時
半
に
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。「
爺
さ
ん
の
遠
足
」

ど
う
な
る
や
ら
。
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ふ
る
さ
と
秩
父
別
の
紹
介

東
京
秩
父
別
会　

幹
事
長　

飯　

島　

洋　

治

秩
父
別
町
（
ち
っ
ぷ
べ
つ
ち
ょ
う
）
は
、
人

口
は
約
２
３
０
０
人
、
道
内
で
２
番
目
に
面
積

（
４７
・
１８
㎢
）
が
小
さ
な
町
で
す
。
町
の
基
幹

産
業
は
農
業
で
あ
り
、
総
面
積
の
約
７
割
が
農

地
、
そ
の
内
の
９
割
が
水
田
で
道
内
有
数
の
米

ど
こ
ろ
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
の
「
な
な
つ
ぼ

し
」「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
や
秩
父
別
産
ト
マ
ト
で

作
ら
れ
た
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
「
あ

か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
特
産
品
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼

品
と
し
て
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

東
京
秩
父
別
会
の
総
会
時
に
は
、
秩
父
別
町

か
ら
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
が
ご
臨
席

い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
ご
列
席

者
の
お
土
産
や
抽
選
会
の
景
品
と
し
て
、
ご
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
品
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

は
、
秩
父
別
町
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
産
直
フ

ェ
ア
」
の
販
売
や
通
年
の
個
別
販
売
で
、
通
常

の
販
売
よ
り
、
安
く
斡
旋
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
、
当
会
の
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
会
と
し
て
は
、
少
し
で
も
秩
父
別
町
へ
の

恩
返
し
の
意
味
で
、
当
会
員
や
「
あ
か
ず
き
ん

ち
ゃ
ん
」
の
顧
客
の
皆
様
に
対
し
て
、
秩
父
別

町
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、

「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
の
売
上
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。

更
に
、
当
会
の
活

動
と
し
て
毎
年
５
月

に
開
催
し
て
い
た
総

会
・
懇
親
会
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
秩
父

別
と
の
交
流
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

２
年
間
中
止
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

当
会
の
役
員
会
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」
に
切
り
替
え
た

２
０
２
１
年
７
月
か
ら
、
秩
父
別
町
役
場
職
員

の
参
加
が
可
能
に
な
り
、
ふ
る
さ
と
の
最
新
情

報
の
紹
介
や
当
会
の

会
報
誌
「
北
の
鐘
」

に
「
ふ
る
さ
と
便

り
」
と
「
保
健
婦
さ

ん
か
ら
の
健
康
ア
ド

バ
イ
ス
」
の
投
稿
を

し
て
頂
け
る
よ
う
に

も
な
り
、
以
前
に
も

増
し
て
、
ふ
る
さ
と

秩
父
別
と
の
交
流
が

深
ま
り
ま
し
た
。

秩父別

我
が
故
郷
へ
の
思
い

東
京
滝
川
会　

理
事　

黒　

沼　

正　

弘

私
は
滝
川
に
生
ま
れ
、
隣
町
で
育
ち
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
大
学
生
活
を
経

て
社
会
人
と
な
り
、
今
に
至
る
ま
で
約
４０
年

─
知
ら
ぬ
間
に
、
故
郷
を
離
れ
て
長
い
歳
月

が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ

な
が
ら
も
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
北
海
道

と
い
う
故
郷
へ
の
懐
か
し
さ
と
愛
着
は
次
第
に

深
ま
り
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
元
に
て
、
ま
も
な
く
百
歳
を
迎
え

る
父
が
元
気
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

父
方
の
先
祖
は
山
形
県
か
ら
美
唄
へ
、
母
方
は

福
井
県
か
ら
富
良
野
へ
と
移
り
住
ん
だ
と
伝
え

聞
い
て
お
り
ま
す
。
父
は
か
つ
て
、
国
鉄
滝
川

機
関
区
で
機
関
士
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
道

内
や
本
州
各
地
を
、
蒸
気
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
電

気
と
多
様
な
機
関
車
を
操
っ
て
走
り
抜
け
ま
し

た
。
定
年
退
職
の
頃
に
は
運
転
指
導
員
と
し
て

後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し
、
国
鉄
マ
ン
と
し
て

の
人
生
を
全
う
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
幼
少
期
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
父
の

勤
務
先
で
あ
る
滝
川
駅
周
辺
の
扇
形
機
関
庫
、

転
車
台
へ
よ
く
足
を
運
び
、
煙
を
上
げ
な
が
ら

力
強
く
走
る
蒸
気
機
関
車

─
あ
の
雄
姿
は
、

今
で
も
鮮
烈
に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

通
っ
た
小
学
校
で
は
吹
奏
楽
が
盛
ん
で
、
私
は

優
秀
な
バ
ン
ド
の
一
員
と
し
て
数
々
の
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
滝
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
た
日
の
こ
と
も
、
今
と
な
っ

て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
ま
た
、
空
知
大

橋
を
自
転
車
で
渡
っ
て
通
っ
た
市
立
図
書
館
で

の
読
書
の
日
々
は
、
静
か
に
知

の
世
界
へ
没
入
し
て
い
く
喜
び

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
滝
川
駅
前
の
商
店
街

に
は
、
三
光
書
店
や
玩
具
店

「
藤
丸
」、
金
市
館
国
井
デ
パ
ー

ト
、
高
林
デ
パ
ー
ト
な
ど
が
並

び
、
街
は
活
気
に
満
ち
て
い
ま

し
た
。
子
供
の
頃
、
何
度
も
足

を
運
び
、
心
躍
ら
せ
た
記
憶
は
、

今
も
胸
の
奥
に
残
っ
て
い
ま
す
。

思
い
出
を
語
り
出
せ
ば
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
と

職
務
に
ひ
と
区
切
り
が
つ
い
た

暁
に
は
、
北
海
道
に
拠
点
を
設

け
、
東
京
と
の
２
拠
点
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
が
私
の
人
生
の

新
た
な
目
標
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ス

コ
ミ
で
の
職
業
経
験
を
活
か
し
、
微
力
な
が
ら

も
故
郷
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
。

滝川

都知事免許（ 11）4 2 4 5 0
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10
月　

東
京
と
ま
こ
ま
い
会
開
催
！

東
京
と
ま
こ
ま
い
会　

事
務
局
長　

江　

原　

倫　

代

は
じ
め
に
、
ふ
る
さ
と
苫
小
牧
を
簡
単
に
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

苫
小
牧
市
は
、「
苫
小
牧
港
」
と
「
新
千
歳

空
港
」、
海
と
空
の
２
つ
の
港
が
あ
り
、
北
海

道
の
重
要
な
物
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
世
界
的
に
珍
し
い
溶
岩
円
頂
丘
（
ド
ー

ム
）
の
あ
る
「
樽
前
山
」
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
に
指
定
さ
れ
た
「
ウ
ト
ナ
イ
湖
」
な

ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
雪
の
少
な
い
苫
小
牧
は
「
氷

都
」
と
呼
ば
れ
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
が
盛
ん
な
「
ス
ケ
ー
ト
の
ま
ち
」

で
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
東
京
と
ま
こ
ま
い
会
は
「
郷
土
愛
を

高
揚
し
、
会
員
相
互
の
連
帯
感
を
養
い
、
親
睦

を
通
じ
て
共
存
共
栄
を
図
り
、
郷
土
苫
小
牧
市

の
繁
栄
と
前
進
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
60
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
3
年
間
中
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
5
年
10
月
、
4
年
ぶ
り
に
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
１
６
０
名
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
、
令

和
6
年
は
第
40
回
の
節
目
の
会
で
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
１
６
６
名
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
苫
小
牧
市
出
身
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
に
よ

る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
抽
選
会
な
ど
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
苫
小
牧
市
に
ご
縁
の
あ
る
企

業
・
団
体
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
の
東
京
と
ま
こ
ま
い
会
は
、
１０
月
24
日

に
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

も
ホ
ッ
キ
貝
な
ど
苫
小
牧
市
の
食
材
を
用
い
た

お
食
事
メ
ニ
ュ
ー
や
、
抽
選
会
な
ど
を
ご
用
意

し
、
ご
出
席
い
た
だ
く
皆
様
が
互
い
に
親
睦
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

苫
小
牧
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様
と
笑
顔
で

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

苫小牧

せ
た
な
と
い
う
名
前
を
た
ど
れ
ば

東
京
せ
た
な
会　

会
長　

佐　

藤　

満　

俊

平
成
１７
年
９
月
１
日
、
町
村
合
併
で
「
せ
た

な
」
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
瀬
棚
と
い
う
地

名
は
ア
イ
ヌ
語
に
ち
な
み
、
古
く
は
「
セ
タ
ナ

イ
」、「
せ
た
内
」、「
瀬
田
内
」、「
セ
タ
ル
ペ
シ

ュ
ナ
イ
」
な
ど
と
い
っ
た
字
で
書
か
れ
、
文
字

通
り
「
セ
タ
ナ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
よ
う
な
呼
び
名
は
、
お
も
に
倭
人
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。『
蝦
夷
地
名
考
井
里
程
記
』、

に
よ
れ
ば
「
蝦
夷
語
セ
タ
ナ
イ
は
則
犬
の
沢
と

訳
す
。
セ
タ
と
は
犬
の
事
ナ
イ
は
沢
の
こ
と
、

な
れ
ど
も
、
此
故
事
未
分
と
い
ふ
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
ペ
ツ
（
ベ
ツ
）
が

川
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
ナ
イ
も
ま
た
、
沢
の

ほ
か
に
川
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
今
日
、

ト
シ
ベ
ツ
川
（
利
別
川
）、
イ
ワ
ナ
イ
川

（
岩
内
川
）
な
ど
「
ベ
ツ
」、「
ナ
イ
」
も
も
と

は
川
を
意
味
し
て
い
た
。
ベ
ツ
や
ナ
イ
に
川
を

つ
け
る
こ
と
は
重
複
し
た
言
葉
の
使
用
に
な
っ

て
し
ま
い
不
自
然
だ
が
こ
れ
は
世
界
各
地
で
み

ら
れ
る
現
象
と
い
う
。

吉
田
巌
の
『
愛
郷
草
子
東
北
海
道
ア
イ
ヌ
古

事
風
土
記
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
ナ
イ
は
沢
、
川

の
ほ
か
に
渓
、
滝
、
細
流
、
大
川
、
谷
川
な
ど

の
意
味
を
含
ん
で
お
り
、
セ
タ
ナ
イ
の
ナ
イ
は

い
っ
た
い
ど
の
川
を
指
し
て
ぃ
た
の
だ
ろ
う

か
。
地
形
か
ら
く
る
川
事
体
の
変
化
と
い
う
点

か
ら
考
え
れ
ば
、
馬
場
川
あ
た
り
が
そ
の
候
補

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

瀬
棚
な
る
語
は
ま
た
『
北
海
道
蝦
夷
語
明

解
』
で
も
セ
タ
ル
ペ
シ
ュ
ペ
ナ
イ
を
縮
め
た
も

の
で
あ
り
、「
犬
道
川
」
を
意
味
し
た
も
の
だ

と
い
う
。
松
浦
武
四
郎
の
『
再
航
蝦
夷
日
誌
』

に
お
も
し
ろ
い
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
セ
タ
ナ
イ
、
訳
す
な
わ
ち
犬
の
沢
と
云
う

か
。
む
か
し
此
処
に
す
な
わ
ち
蝦
夷
人
が
海
ニ

沈
め
し
よ
り
号
（
く
）」。
ま
た
、
松
浦
武
四
郎

紀
行
を
も
と
に
し
た
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
と

い
う
書
物
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

瀬
棚
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
「
美
利
加
」
と
い

う
地
名
に
つ
い
て
、
そ
の
項
を
調
べ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
は
「
川
筋
二
つ
に
分
か
る
、
右
を

ピ
リ
カ
ベ
ツ
（
川
幅
二
十
余
間
）
美
川
と
訳

す
。
水
清
令
な
る
故
に
号
く
。
其
中
は
ト
シ
ベ

ツ
（
基
本
川
）
縄
川
と
伝
義
、
其
訳
は
此
川
下

プ
ト
ロ
、
セ
タ
ナ
イ
入
組
領
な
る
故
、
世
多
内

土
人
も
川
口
に
縄
を
張
置
、
若
是
に
太
櫓
土
人

が
障
る
時
は
償
を
取
し
と
、
依
て
号
く
」
と
あ

る
。
水
が
清
冷
で
美
し
い
故
に
つ
い
た
と
い
う

ピ
リ
カ
ペ
ツ
と
い
う
名
の
川
。
ピ
リ
カ
ペ
ツ
に

育
ま
れ
て
き
た
自
然
に
一
体
、
ど
の
よ
う
な
伝

説
が
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

せ
た
な
は
奥
尻
島
の
対
岸
に
あ
り
日
本
海
に

面
し
て
い
る
。
海
沿
い
に
点
在
す
る
奇
岩
、
美

岩
は
人
為
の
及
ば
ぬ
、
自
然
が
創
り
だ
し
た
見

事
な
芸
術
品
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
誰
が

名
づ
け
た
か
、
三
本
杉
岩
、
輪
っ
か
け
岩
（
腰

か
け
岩
）、
窓
岩
、
蝋
燭
岩
、
ま
た
向
島
、
奥

尻
島
沿
岸
に
控
え
る
鍋
釣
岩
な
ど
が
そ
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
趣
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
奇

岩
は
日
本
海
の
荒
波
に
洗
わ
れ
、
潮
騒
に
運
ば

れ
脳
裏
を
ま
さ
く
る
海
辺
の
香
り
に
熔
け
込
ん

で
緩
や
か
に
聞
こ
え
て
く
る
海
辺
の
歌
、
そ
こ

に
織
り
な
す
自
然
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
人
工
化
も

さ
れ
ず
佇
む
こ
の
地
の
素
顔
に
違
い
な
い
。

せたな
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年
に
一
度
の
、
あ
の
〝
熱
気
〟
が
や
っ
て
く
る
。

東
京
当
麻
会　

会
長　

 

高　

島　

芳　

美

こ
の
会
報
が
出
来
上
が
る
の
に
合
わ
せ
た
よ

う
に
、
東
京
当
麻
会
の
集
い
が
も
う
す
ぐ
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
で
第
32
回
に
な
る
集
い
は
、
例

年
と
同
じ
10
月
の
第
４
日
曜
日
の
26
日
。
村
椿

町
長
を
始
め
13
名
の
町
か
ら
の
来
賓
や
会
員
を

お
迎
え
す
る
た
め
に
、
役
員
間
の
連
絡
も
密
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
当
麻
会
の
会
長
役
を
務
め
て
4
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
同
時
に
会
報
の
原
稿
担
当
と
し

て
、
原
稿
を
書
き
な
が
ら
過
去
の
集
い
や
、
こ

れ
ま
で
関
わ
っ
た
ふ
る
さ
と
会
が
頭
を
過
り
ま

す
。
そ
れ
は
少
子
化
や
高
齢
化
に
伴
う
、
こ
れ

か
ら
の
在
り
方
と
併
せ
て
で
す
。

そ
の
意
味
で
東
京
当
麻
会
も
大
き
な
過
渡
期

で
す
。
会
員
減
や
役
員
の
な
り
手
不
足
に
よ
る

衰
退
化
は
ど
の
ふ
る
さ
と
会
も
共
通
の
悩
み
で

す
。
し
か
し
、
当
麻
会
も
役
員
の
人
数
こ
そ
減

り
ま
し
た
が
、
役
員
の
若
返
り
で
こ
れ
ま
で
に

は
な
い
可
能
性
を
、
役
員
会
を
重
ね
る
度
に
強

く
感
じ
ま
す
。

私
が
役
員
の
一
人

と
し
て
加
わ
っ
た
時

は
、
先
輩
方
ば
か
り

で
し
た
。
今
は
そ
れ

が
若
い
役
員
主
導
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

次
代
の
東
京
当
麻
会

の
盛
会
を
予
感
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
先
ず

は
昨
年
以
上
の
熱
気

に
な
る
集
い
を
目
指

し
、
皆
様
を
お
迎
え

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

当麻

犬
と
少
女

東
京
中
標
津
会　

副
会
長　

 
村　
　
　

泰　

子

私
に
は
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
土
地
が
な
い
。

父
の
転
勤
で
あ
ち
こ
ち
の
地
域
に
住
ん
だ
。
生

ま
れ
た
の
は
標
津
町
だ
が
３
歳
で
川
北
へ
、
５

歳
で
古
多
糠
へ
、
１２
歳
で
奥
行
臼
へ
、
そ
れ
か

ら
は
別
海
へ
、
根
室
に
も
行
っ
た
。
ふ
る
さ
と

は
道
東
の
あ
ち
こ
ち
で
す
、
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
ふ
る
さ
と
会
に
入
る
と
き
も
本
当
に

中
標
津
で
正
解
な
の
か
と
迷
っ
た
が
、
定
年
退

職
後
に
親
が
住
ん
だ
町
が

中
標
津
な
の
で
こ
こ
に
し

よ
う
と
思
っ
た
。
生
ま
れ

た
町
を
言
う
な
ら
ば
、
標

津
が
そ
う
な
の
か
も
し
れ

な
い
。 

た
く
さ
ん
の
地
域
に
住

ん
だ
の
で
思
い
出
も
た
く

さ
ん
あ
る
は
ず
だ
が
、
年
齢
と
と
も
に
記
憶
が

薄
れ
て
い
く
。
そ
の
中
で
よ
く
思
い
だ
す
の
が

奥
行
臼
で
過
ご
し
た
日
々
で
あ
る
。
中
学
２
年

生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
い
た
だ
ろ
う
か
。
古

い
家
だ
っ
た
、
お
風
呂
が
家
の
中
に
な
く
て
物

置
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
、
学
校
と
家
の
ト

イ
レ
が
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
、
な
ど
思
い
出
す
と

懐
か
し
い
。
私
の
同
級
生
は
４
人
だ
っ
た
。
小

さ
な
学
校
だ
け
れ
ど
、
な

ぜ
か
英
語
の
先
生
の
発
音

が
素
晴
ら
し
く
て
驚
い

た
。
若
い
男
の
先
生
で
東

京
か
ら
来
た
と
聞
い
た
。 

あ
る
日
、
一
匹
の
白
い

大
き
な
犬
が
迷
い
込
ん
で

き
て
そ
の
ま
ま
住
み
着
い

た
。
首
輪
を
し
て
い
た
の
で
ど
こ
か
ら
か
逃
げ

て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
妹
と
二
人
、
コ
ロ

と
名
前
を
付
け
て
か
わ
い
が
っ

た
。
お
と
な
し
い
が
、
酔
っ
払

い
に
は
吠
え
た
。
体
が
大
き
い

の
で
吠
え
る
と
迫
力
が
あ
る
。

誰
か
が
保
健
所
に
通
報
し
た
の

か
、
コ
ロ
を
連
れ
て
い
こ
う
と

し
た
が
賢
い
コ
ロ
は
毒
入
り
の

お
菓
子
を
食
べ
な
い
。
し
か
し

そ
の
日
の
う
ち
に
コ
ロ
の
姿
は

見
え
な
く
な
っ
た
。 

か
わ
い
が
っ
て
い
た
妹
は
、

次
の
日
学
校
を
休
ん
で
一
日
中

泣
い
て
い
た
。
小
さ
い
こ
ろ
に

よ
く
経
験
す
る
話
だ
が
、
妹
は

い
ま
で
も
コ
ロ
の
話
は
苦
手
の

よ
う
だ
。
廃
線
に
な
り
駅
は
も

う
な
い
だ
ろ
う
が
、
奥
行
臼
と

い
う
珍
し
い
名
前
と
と
も
に
、

白
い
大
き
な
犬
と
小
さ
な
女
の
子
の
姿
は
今
で

も
覚
え
て
い
る
。

中標津

昨年の当麻会の集い

直近の役員会
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第
15
回
「
東
京
ニ
セ
コ
会
の
集
い
」
開
催
報
告

東
京
ニ
セ
コ
会　

会
長　

 

菅　

原　

信　

明

去
る
5
月
18
日
（
日
）
千
代
田
区
平
河
町
の

ホ
テ
ル 

ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
ニ
セ
コ
町
か
ら
片
山
健
也

町
長
を
は
じ
め
、
篠
原
町
議
会
副
議
長
、
商
工

観
光
課
の
馬
渕
課
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
・
ニ
セ
コ
町
の
進
化
と
未
来
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
ご
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

片
山
町
長
か
ら
は
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の

も
と
、
町
民
主
体
の
自
治
を
実
現
し
な
が
ら
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
先

進
的
な
政
策
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
馬
渕
課
長
か

ら
は
、
持
続
可
能
な
観
光
政
策
や
環
境
保
全
を

目
的
と
し
た
「
ニ
セ
コ
未
来
寄
付
商
品
」

な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
集
い
に
は
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ
蒸
留

所
の
林
総
支
配
人
、
福
村
総
務
課
長
（
元
商
工

観
光
課
長
）、
商
工
観
光
課
の
勝
木
主
事
も
参

加
さ
れ
、
町
の
最
新
動
向
の
説
明
や
、
今
秋
に

開
催
予
定
の
「
代
々
木
公
園
産
直
フ
ェ
ア
」
へ

の
力
強
い
支
持
の
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ニ
セ
コ
町
ゆ
か
り
の
文
豪
・
有
島
武
郎
の

没
後
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、『
土
香
る
会
』

か
ら
有
島
の
著
作
を
編
集
し
た
文
庫
本
が
出
版

さ
れ
ま
し
た
が
、
編
集
に
当
た
っ
た
高
木
町
議

会
議
員
よ
り
、
そ
の
第
1
号
が
希
望
者
に
贈
呈

さ
れ
、
ニ
セ
コ
町
の
歴
史
的
・
文
化
的
側
面
に

も
光
が
当
た
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
当
日
、
会
員
と
ニ
セ
コ
町
の

関
係
者
等
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ

れ
、
有
意
義
な
対
話
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
セ
コ
町
は
現
在
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美

し
い
景
観
、
歴
史
・
文
化
と
い
っ
た
地
域
資
源

を
守
り
な
が
ら
、
気
候
変
動
対
策
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
挑
戦
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
環
境
負
荷
を
抑
え
た
高
性
能
集
合
住

宅
の
建
設
や
、
新
た
な
街
区
づ
く
り
、
町
民
に

よ
る
未
来
寄
付
商
品
の
開
発
な
ど
、
全
国
に
先

駆
け
た
取
り
組
み
が
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
今
後

ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
存
在
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ニセコ

新
一
万
円
札
の
顔
〝
渋
沢
栄
一
〟 

　
　
　
　

ゆ
か
り
の
地
域
を
散
策
し
よ
う
！

東
京
登
別
げ
ん
き
か
い　

副
会
長　

宮　

高　
　
　

隆

「
げ
ん
き
か
い
！
」
の
熱
い
掛
け
声
で
始
ま

る
、
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
恒
例
の
「
春
の
イ

ベ
ン
ト
東
京
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
」
令
和
７
年
度

は
５
月
１０
日
（
土
）
小
雨
ぱ
ら
つ
く
空
模
様
だ

っ
た
が
、
集
合
時
刻
に
は
晴
れ
上
が
り
、
絶
好

の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
開
催
。
健
脚
自
慢
の
散

策
組
３８
名
で
Ｊ
Ｒ
駒
込
駅
北
口
を
出
発
、
最
初

の
訪
問
地
、
春
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行

わ
れ
て
い
る
石
造
り
の
洋
館
で
有
名
な
国
指
定

名
勝　

都
立
旧
古
河
庭
園
を
散
策
、
園
内

１
０
０
種
類
の
バ
ラ
を
鑑
賞
、
春
の
バ
ラ
は
花

び
ら
の
大
き
さ
が
特
徴
と
い
い
、
バ
ラ
の
香
り

を
嗅
ぐ
。
綺
麗
に
な
っ
た
洋
館
前
で
集
合
記
念

写
真
を
撮
る
。
そ
の
後
本
郷
通
り
を
歩
き
、
次

の
目
的
地
飛
鳥
山
公
園
を
目
指
す
。
公
園
内
の

①
紙
の
博
物
館
、
②
飛
鳥
山
博
物
館
、
③
渋
沢

史
料
館
を
自
由
行
動
散
策
。
渋
沢
史
料
館
で

は
、
渋
沢
栄
一
の
日
常
・
思
い
・
言
葉
に
「
ふ

れ
る
」、
渋
沢
栄
一
の
生
涯
を
「
た
ど
る
」、
渋

沢
栄
一
の
活
動
を
「
知
る
」
と
い
っ
た
３
つ
の

テ
ー
マ
が
揚
げ
ら
れ
、
渋
沢
栄
一
を
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
深
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
。
飛
鳥
山
公
園

を
後
に
し
て
横
断
歩
道
橋
上
か
ら
都
電
荒
川
線

を
走
る
都
電
に
遭
遇
、
久
し
ぶ
り
に
見
学
。
音

無
橋
を
渡
り
「
日
本
の
都
市
公
園
１
０
０
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
、
音
無
親
水
公
園
沿
い
（
石

神
井
川
沿
い
）
を
経
て
懇
親
会
場
「
中
華
料
理

香
香
：
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
へ
辿
り
着
く
。

直
行
組
８
名
と
合
流
し
、
計
４４
名
（
小
学
生

１
名
含
む
）
で
愛
す
る
ふ
る
さ
と
登
別
を
想
う

大
懇
親
・
宴
会
開
始
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ
で
は

全
員
で
乾
杯
前
の
練
習
飲
み
を
繰
り
返
す
。
互

い
の
生
存
無
事
（
？
）
を
確
認
し
て
近
況
報

告
、
新
人
等
の
紹
介
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
話
を

咲
か
せ
、
瞬
く
間
に
時
が
過
ぎ
、
秋
の
総
会
再

会
を
楽
し
み
に
し
て
散
会
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

関
係
者
の
半
年
前
か
ら
の
事
前
調
査
・
下
見
に

多
く
の
労
力
を
割
き
、
無
事
成
功
裏
に
終
わ
り

ま
し
た
。
深
く
感
謝
し
た
い
。

登別

税理士法人　すずらん
代表社員

公認会計士
税　理　士

白三会（苫小牧東高）東京支部事務局

〒166-0002
東京都杉並区高円寺北一丁目 17 番５号
TEL 03-5318-9707　　FAX 03-5343-7890
Email : zeirishi-suzuran@pure.ocn.ne.jp

林　　敦

29

北海道ふるさと会連合会会報



花
と
笑
顔
が
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と 

　
　
　
　
　

幸
福
度
日
本
一
・
東
神
楽
町

東
京
東
神
楽
会　

会
長　

安　

井　

規　

雄

「
東
京
東
神
楽
会
」
は
、
首
都
圏
に
暮
ら
す

東
神
楽
町
出
身
者
や
東
神
楽
町
に
ゆ
か
り
が
あ

る
人
ら
約
１
５
０
名
が
集
ま
る
会
で
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
故
郷
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

東
神
楽
町
は
旭
川
空
港
を
擁
す
る
人
口
約

１
万
人
の
ま
ち
で
、
米
や
ア
ス
パ
ラ
、
水
菜
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
農
業
が
基
幹
産
業
で
す
。

２
０
２
４
年
に
は
民
間
調
査
会
社
の
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
で
全
国
１
位
の
自
治
体
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

豊
か
さ
の
象
徴
が
複
合
施
設
「
は
な
の
わ
」

前
の
「
は
な
の
わ
ガ
ー
デ
ン
」
で
す
。
２
４
０

種
２
万
５
千
株
超
の
宿
根
草
と
５
万
５
千
球
の

球
根
が
季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
、
訪
れ
る
た

び
に
新
し
い
景
色
が
広
が
り
ま
す
。
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
育
て
る
「
か
ぐ
ら
っ
き
〜
の
庭
」

も
誕
生
し
、
花
づ
く
り
は
町
ぐ
る
み
の
喜
び
に

な
り
ま
し
た
。

10
周
年
を
迎
え
た
「
ひ
が
し
か
ぐ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ

マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
、
完
走
後
に
森
林
公
園
で
地

元
産
米
や
和
牛
を
焼
き
交
わ
す
交
流
会
を
開
催

し
、
走
る
喜
び
と
食
の
幸
せ
を
同
時

に
味
わ
え
る
と
評
判
で
す
。
ガ
ー
デ

ン
や
複
合
施
設
「
は
な
の
わ
」
で
は

月
２
回
ほ
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
堆
肥
づ
く
り
や
押
し
花
ク
ラ
フ

ト
で
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
8
月
7

日
、
町
内
の
小
学
生
20
名
が
会
場
を

訪
れ
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
設
計
し
た

本
町
出
身
の
建
築
家
・
藤
本
壮
介
さ

ん
と
歩
き
、
木
と
緑
で
世
界
を
結
ぶ

発
想
に
触
れ
ま
し
た
。
万
博
を
契
機
に
ケ
ニ
ア

と
の
交
流
も
始
ま
り
、
7
月
に
は
駐
日
ケ
ニ
ア

大
使
が
来
町
し
て
小
中
学
生
に
文
化
を
紹
介

し
、
国
際
感
覚
を
育
む
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
東
神
楽
会
は
、
町
全
体
が
学
び
と
交
流

の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
東
神
楽
町
の
魅
力
を

育
み
、
東
神
楽
町
と
共
に
未
来
へ
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
東
神
楽
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
よ
り
情
報
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

東神楽

父
と
の
思
い
出
と
絆

東
京
美
唄
会　

会
長　

鴛　

海　
　
　

徹

私
の
父
、
鴛
海
正
は
大
正
10
年
生
ま
れ
、
平

成
２４
年
８
月
享
年
９１
歳
で
天
国
に
旅
立
っ
た
。

九
州
福
岡
県
中
間
市
筑
豊
炭
田
の
一
角
に
宮

大
工
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
祖
父
は
義
務
教

育
を
終
え
た
ら
就
職
さ
せ
よ
う
と
し
た
ら
し
い

が
、
担
任
の
先
生
の
勧
め
で
上
の
学
校
に
進

み
、
そ
の
後
「
三
菱
鉱
業
」
に
就
職
し
た
。

父
は
、
九
州
遠
賀
川
の
流
域
で
育
っ
た
男
の

代
名
詞
で
あ
る
「
川
筋
も
ん
」
ら
し
く
、
義
理

人
情
に
厚
く
言
う
べ
き
こ
と
は
は
っ
き
り
筋
を

通
す
「
昭
和
の
男
」
ら
し
い
人
で
あ
っ
た
。
因

み
に
高
校
の
後
輩
に
プ
ロ
野
球
近
鉄
の
仰
木
監

督
や
、
名
優
・
高
倉
健
が
い
る
。
そ
ん
な
父
で

あ
っ
た
が
、
家
族
に
見
せ
る
も
の
は
ま
た
違
っ

た
一
面
が
あ
っ
た
。

①　

小
学
校
時
代　

ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
に
同
伴

　

美
唄
常
盤
台
で
の
思
い
出
は
、
何
と
い
っ

て
も
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
？
に
出
向
い
た
こ
と

で
あ
る
。
私
の
目
の
前
を
殆
ど
裸
の
女
性
が

胸
を
揺
ら
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
っ
た
の
を
昨

日
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
高
々
１０
歳
過
ぎ

の
私
に
と
っ
て
は
、
狼
狽
え
る
こ
と
甚
だ
し

く
、
近
づ
く
に
つ
れ
段
々
椅
子
か
ら
体
が
ず

り
落
ち
て
い
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
母

に
言
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、「
父
と
息
子
の

秘
密
」
と
し
て
残
っ
た
。

②�　

父
が
帰
っ
て
く
る
な
り
布
団
に
包
ま
り
寝

込
ん
だ

　

あ
る
日
、
父
が
職
場
か
ら
帰
っ
て
く
る
な

り
押
し
入
れ
か
ら
布
団
を
引
き
出
し
寝
込
ん

で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
母
に
よ
れ
ば
、

そ
の
日
落
盤
事
故
が
あ
り
、
生
死
不
明
の
部

下
の
体
を
地
上
に
担
い
で
引
き
上
げ
て
き
た

ら
し
い
、
恐
ら
く
そ
の
方
は
亡
く

な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
居
た

た
ま
れ
な
い
思
い
が
し
た
の
だ
ろ

う
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
社
会
的
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
、
酒
量
（
２
升
酒
）、
運

動
能
力
（
６０
歳
く
ら
い
ま
で
鉄
棒
の

大
車
輪
が
出
来
た
）
等
ど
れ
を
と
っ

て
も
何
一
つ
父
を
乗
り
越
え
ら
れ
な

か
っ
た
私
で
あ
る
が
、
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
、
色
ん
な
と
こ
ろ
に
引
き
回
し
て
も

ら
っ
た
。
銀
座
で
飲
む
の
を
覚
え
た
の
も
父
の

お
か
げ
で
あ
る
。
父
は
、
私
に
と
っ
て
単
な
る

「
父
」
で
は
な
く
「
人
生
の
師
匠
」
で
あ
っ

た
。
父
と
再
び
酒
を
飲
み
か
わ
す
の
は
ま
だ
大

分
先
の
話
に
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
少
し
で
も
父

の
領
域
に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

美唄

父の入山服装姿
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サ
ン
タ
の
世
界
観
を
伝
え
る
広
尾
町 

　
　
　
　
　
　
　
「
広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」

東
京
広
尾
会　

副
会
長　

山　

本　

耕　

治

広
尾
町
は
、
十
勝
地
方
の
最
南
端
に
位
置
し

ま
す
。
そ
し
て
「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公

園
」
の
エ
リ
ア
に
属
し
て
お
り
太
平
洋
、
日
高

山
脈
に
囲
ま
れ
た
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

り
ま
す
。
重
要
港
湾
で
あ
る
十
勝
港
を
有
し
、

漁
業
や
農
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
海
と
山

が
織
り
な
す
雄
大
で
美
し
い
自
然
や
お
い
し
い

グ
ル
メ
等
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

広
尾
町
へ
は
、
帯
広
市
内
か
ら
バ
ス
で
約
二

時
間
、
十
勝
お
び
ひ
ろ
空
港
か
ら
車
で
約
一
時

間
に
な
り
ま
す
。

こ
の
広
尾
町
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト
「
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

「
ひ
ろ
お
サ
ン
タ
カ
ー
ド
」
と
し
て
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
た
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
を
世
界
中
に
送
り
届
け
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
都
市
と
の
国
際

交
流
か
ら
で
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
市

で
は
、
世
界
中
か
ら
届
く
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
へ

の
手
紙
に
返
事
を
出
す
サ
ン
タ
メ
ー
ル
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
知
り
日
本
で
も
と

申
し
出
た
と
こ
ろ
、
１
９
８
４
年
に
オ
ス
ロ
市

か
ら
日
本
で
唯
一
の
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
正
式
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
後
４０
年
以
上
日
本

の
サ
ン
タ
と
し
て
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
姿
、
由
来
は
国
に
よ
っ

て
違
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
は
、「
ニ
ッ
セ
」
と
呼
ば
れ
る
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
伝
承
に
出
て
く
る
家
に
棲
む
小
さ
な
妖

精
な
の
で
す
。
普
段
は
土
地
や
建
物
を
守
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
は
「
ユ
ー

レ
・
ニ
ッ
セ
」
と
呼
ば
れ
、
贈
り
物
を
届
け
る

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
な
の
で
す
。

ひ
ろ
お
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
は
大
丸
山
森
林
公
園

に
あ
り
、
大
き
な
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
か
わ

い
ら
し
い
サ
ン
タ
の

家
、
中
で
は
サ
ン
タ
関

連
グ
ッ
ズ
な
ど
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
１
年
を
通
し
て
手

紙
を
送
れ
る
「
サ
ン
タ

の
ポ
ス
ト
」
が
あ
り
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
に
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
町
を
彩
り
ま
す
。

広
尾
町
で
は
、
こ
の
サ
ン
タ
の
世
界
観
「
愛

と
平
和
、
感
謝
と
奉
仕
」
を
ベ
ー
ス
に
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
な
ど
を

訪
れ
る
こ
と
で
、
き
っ
と
心
温
ま
る
旅
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

広尾

大丸山のイルミネーション

広尾町のマスコット 「サータちゃん」 と 「ツリー
くん」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
幕
別
町
生
ま
れ

東
京
幕
別
会　

事
務
局
長　

松　

浦　

博　

明

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
昭
和
53
年
に
幕
別
町
職
員

の
発
想
で
鳥
取
県
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
ヒ

ン
ト
に
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
緑
豊
か
な
町
の

公
園
で
ゴ
ル
フ
の
よ
う
な
遊
び
を
始
め
た
こ
と

が
そ
の
起
源
で
す
。

道
具
は
1
本
の
木
の
ク
ラ
ブ
と
1
個
の
木
の

ボ
ー
ル
で
す
。
ゴ
ル
フ
と
同
じ
よ
う
に
テ
ィ
の

上
に
乗
せ
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
グ
リ
ー
ン
の
カ

ッ
プ
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
ま
で
の
打
数
を
競
い

合
い
ま
す
。
各
ホ
ー
ル
の
長
さ
は
原
則
１
０
０
ｍ

以
下
で
18
ホ
ー
ル
が
標
準
で
す
。
ま
た
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
3

世
代
交
流
が
目
標
で
あ
り
、
空
振
り
で
ボ
ー
ル

が
動
か
な
け
れ
ば
、
何
回
で
も
打
数
に
数
え
な

い
と
い
う
、
優
し
い
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
発
祥
の
地
が
幕
別
町
と
い

う
こ
と
で
東
京
幕
別
会
で
は
平
成
9
年
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
か
ら
十
勝
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
主
催
・
東

京
幕
別
会
幹
事
と
い
う
体
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
9
年
は
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
開
成
町

で
25
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
生
憎
の
雨

模
様
で
プ
レ
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
関
東
近
辺
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
計
画
、

1
泊
旅
行
の
場
合
も
あ
り
、
一
時
期
活
動
が
低

迷
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
興
味
を
引

く
よ
う
な
名
前
に
し
ま
し

た
。
木
の
ク
ラ
ブ
で
木
の

ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
か
ら
キ

ツ
ツ
キ
が
連
想
さ
れ
、
キ
ツ

ツ
キ
で
最
も
大
き
な
「
ク
マ

ゲ
ラ
」
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
冠
に
し
て
、
平
成
18
年

か
ら
ク
マ
ゲ
ラ
杯
（
カ
ッ
プ

あ
り
）
と
し
、
会
場
も
比
較

的
都
心
に
近
い
埼
玉
県
志
木
市
の
荒
川
河
川
敷

で
行
う
よ
う
に
し
て
低
迷
を
脱
し
ま
し
た
。
台

風
に
よ
る
増
水
で
河
川
敷
の
コ
ー
ス
が
流
さ
れ

て
閉
鎖
に
な
る
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
コ
ー
ス
の
使
用
禁
止

な
る
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

近
年
は
梅
雨
に
入
る
前
か
ら

暑
い
日
や
豪
雨
が
あ
る
な
ど

天
候
が
読
み
に
く
く
、
開
催

日
の
日
程
調
整
に
苦
労
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
5
月
17
日

で
第
15
回
目
を
迎
え
ま
し
た

が
雨
の
た
め
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

幕別

幕別町  つつじコース（パークゴルフ発祥の地）
出典：幕別町観光物産協会HP
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瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭　

直
島
ア
ー
ト
の
旅

東
京
・
別
海
ふ
る
さ
と
会　

会
長　

 

臼　

井　

洋　

二

東
京
・
別
海
ふ
る
さ
と
会
で
は
、
友
好
ふ
る

さ
と
会
で
あ
る
、
高
松
・
塩
江
首
都
圏
ふ
る
さ

と
会
主
催
の
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭　

直
島

ア
ー
ト
の
旅
」（
8
月
1
日
か
ら
3
日
の
2
泊

３
日
）
に
当
会
か
ら
3
名
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
根
室
管
内
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
加
盟
の
東

京
中
標
津
会
か
ら
藤
井
会
長
他
1
名
、
東
京
根

室
会
か
ら
も
2
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
瀬
戸
内
の
島
々
を

舞
台
に
3
年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
現
代
ア
ー
ト

の
祭
典
で
、
今
回
で
6
回
目
と
な
っ
て
お
り
、

夏
会
期
（
8
月
1
日
か
ら
8
月
31
日
）
と
秋
会

期
（
10
月
3
日
か
ら
11
月
9
日
）
に
分
か
れ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
見
学
し
た
作
品
は
、
直
島
の
古
い
家
屋

を
丸
ご
と
芸
術
作
品
に
す
る
と
い
う
も
の
で
、

民
家
の
間
を
通
っ
て
作
品
を
見
て
回
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
最
初
に
見
た
作
品
は
、「
角

屋
」。
築
約
２
百
年
の
家
屋
を
改
修
し
て
、
直

島
町
の
人
々
が
制
作
に
参
加
す
る
な
ど
、
現
代

ア
ー
ト
が
地
域
に
介
在
す
る
契
機
と
な
っ
た
作

品
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
家
屋
の
中
に

水
を
張
っ
て
、
そ
の
中
に
幾
つ
も
の
デ
ジ
タ
ル

で
1
か
ら
10
ま
で
の
数
字
を
繰
り
返
し
表
示
す

る
ボ
ー
ル
を
沈
め
た
も
の
。
カ
ウ
ン
ト
の
ス

ピ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ス

ピ
ー
ド
で
1
人
ひ
と
り
の
個
性
を
表
わ
す
と
い

う
も
の
で
し
た
。

二
つ
目
は
、「
石
橋
」、
明
治
期
に
製
塩
業
で

栄
え
た
石
橋
家
の
築
約
１
５
０
年
の
家
屋
で
展

開
。
作
家
は
瀬
戸
内
の
風
景
や
歴
史
に
向
き
合

い
な
が
ら
、
5
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
「
場
の

持
つ
記
憶
」
を
空
間
ご
と
に
作
品
化
し
た
も
の
。

次
に
「
は
い
し
ゃ
」、
歯
科
医
院
の
住
居
だ

っ
た
建
物
を
作
品
化
し
た
も
の
。
タ

イ
ト
ル
の
「
舌
上
夢
」
は
、
何
か
を

口
に
し
た
時
の
味
覚
・
臭
覚
か
ら
た

ど
る
夢
の
記
憶
の
プ
ロ
セ
ス
を
表
わ

す
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
他

に
も
多
数
の
芸
術
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
建
築
家
安
藤
忠
雄
氏
が

設
計
を
担
当
し
た
新
美
術
館
が
あ

り
、
地
上
フ
ロ
ア
の
北
側
に
カ
フ
ェ

が
併
設
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
を
望
む
テ

ラ
ス
か
ら
、
豊
島
や
行
き
交
う
船
な
ど
を
眺
め

ら
れ
ま
す
。
こ
こ
も
海
外
か
ら
の
お
客
様
が
多

く
訪
れ
て
い
る
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
幻
想
的
で
、
生
活
の
中
に
溶
け
込

ん
だ
現
代
ア
ー
ト
の
魅
力
に
包
ま
れ
た
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
訪
問
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

別海

「はいしゃ」の外観

函
館
で
終
戦
後
、
父
政
一
に
蕎
麦
を 

　
　

ご
馳
走
し
て
く
れ
た
お
店
は
ど
こ
か
？

東
京
・
別
海
ふ
る
さ
と
会　

 

須　

藤　

一　

成
・
静　

子

80
年
前
、
私
の
義
父
、
佐
々
木
政
一
は
沖
縄

戦
で
生
き
残
っ
た
。

１
９
４
４
年
に
応
招
、
そ
の
10
月
に
那
覇
に

入
っ
た
。

１
９
４
５
年
４
月
の
米
軍
上
陸
以
降
、
退
却

を
続
け
、
追
撃
弾
で
腹
、
首
を
負
傷
、
片
目
を

失
い
置
き
去
り
に
さ
れ
た
が
、
地
元
民
間
人
の

助
け
を
受
け
、
１
９
４
５
年
10
月
に
投
降
、

１
９
４
８
年
に
函
館
に
帰
っ
た
。（
出
身:

別

海
町
上
風
連
）

私
は
政
一
の
娘
、
静
子
と
結
婚
し
て
か
ら
何

度
も
沖
縄
戦
当
時
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

別
海
へ
帰
る
途
中
、
一
杯
の
蕎
麦
を
食
べ
た

く
て
、
函
館
駅
近
く
の
蕎
麦
店
に
入
っ
た
。
店

主
に
「
兵
隊
さ
ん
料
金
は
い
ら
な
い
か
ら
腹
一

杯
食
べ
て
行
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
父
は
そ

の
一
言
が
有
難
く
、
涙
を
流
し
な
が
ら
食
べ
、

蕎
麦
の
美
味
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
の
語
り

で
あ
っ
た
。
こ
の
一
言
を
聞
か
さ
れ
、
い
つ
も

胸
が
熱
く
な
り
、
涙
、
涙
に
。
私
夫
婦
と
妻
の

兄
哲
も
深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

政
一
が
死
去
し
た
後
、
３
人
は
昨
年
末
、
函

館
の
蕎
麦
店
を
必
ず
見
つ
け
、
お
礼
に
行
く
事

を
約
束
し
て
い
た
。

し
か
し
、
突
如
兄
哲
に
ガ
ン
が
見
つ
か
り
、

余
命
が
短
い
と
知
り
ま
し
た
。
兄
哲
に
は
、

「
必
ず
函
館
に
行
っ
て
、
お
店
に
お
礼
を
し
て

く
る
の
で
、
報
告
に
来
る
ま
で
元
気
で
い
て
」

と
約
束
を
し
、
現
地
函
館
へ
行
く
事
に
し
た
。

函
館
中
央
図
書
館
に
行
き
、
兄
哲
の
余
命
を

伝
え
る
と
、
職
員
の
皆
さ
ん
４
～
５
人
が
手
分

け
を
し
必
死
に
調
べ
て
く
れ
た
。
そ
の
姿
に
は

涙
が
出
る
程
う
れ
し
か
っ
た
。

調
べ
た
結
果
、
戦
後
ま
も
な

く
作
成
さ
れ
た
函
館
商
工
会
議

所
の
「
商
工
業
別
明
細
別
地

図
」
で
函
館
駅
前
に
丸
南
本
店

様
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

即
、
丸
南
蕎
麦
店
様
を
訪
れ
、

店
主
の
大
山
紘
生
さ
ん
に
来
店
し

た
経
緯
の
説
明
と
当
時
の
父
政
一

に
代
わ
り
、
父
の
語
り
と
共
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
。
奥
様
の
愛
弓
さ
ん
は
写
真
や

地
図
等
で
親
切
に
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

私
達
も
蕎
麦
を
頂
き
な
が
ら
父
政
市
が
感
激

し
ご
馳
走
に
な
っ
た
蕎
麦
が
ど
れ
程
美
味
し
か

っ
た
か
、
私
達
に
も
伝
わ
っ
て
来
た
。
病
床
に

い
る
兄
哲
の
分
も
追
加
で
食
べ
た
。

早
速
中
標
津
に
行
き
、
病
床
の
兄
哲
に
報
告

す
る
と
「
涙
を
流
し
、
静
子
の
手
を
、
残
さ
れ

た
体
力
で
強
く
握
り
締
め
感
謝
し
た
」
5
月
16

日
に
他
界
し
た
兄
哲
自
身
を
函

館
へ
連
れ
て
行
け
な
か
っ
た
無

念
さ
は
残
り
ま
し
た
が
、
胸
に

刻
ま
れ
て
き
た
「
沖
縄
戦
帰
り

20
歳
過
ぎ
の
父
政
一
が
感
激
の

涙
を
流
し
な
が
ら
食
べ
た
函
館

の
蕎
麦
店
」
へ
の
お
礼
を
達
成

出
来
た
事
は
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

別海

参加者のみなさん

政一が行ったであろう丸南本店
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我
が
故
郷
東
川
町

ひ
が
し
か
わ
東
京
会　

会
長　

金　

塚　

聰　

之

東
川
町
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
隣

接
し
て
旭
川
市
、
東
神
楽
町
、
美
瑛
町
、
上
川
町

が
あ
る
。
東
に
大
雪
山
、
西
に
旭
川
市
、
南
に
忠

別
川
そ
し
て
北
は
キ
ト
ウ
シ
山
（
４
５
６
ｍ
）

で
囲
ま
れ
て
い
る
。

人
口
は
現
在
約
８
，７
０
０
人
。
殆
ど
の
市

町
村
が
人
口
減
で
苦
慮
し
て
い
る
中
、
こ
こ
20

年
以
上
に
わ
た
っ
て
移
住
者
が
増
加
し
続
け
て

い
る
町
で
あ
る
。

大
雪
山
国
立
公
園
を
含
み
北
海
道
最
高
峰
の

旭
岳
（
２
，２
９
１
ｍ
）
は
町
内
に
含
ま
れ
夏

は
観
光
・
温
泉
、
冬
は
ス
キ
ー
等
で
人
気
が
あ

る
。
ま
た
、
上
水
道
施
設
が
な
く
無
料
で
町
民

全
員
が
地
下
の
天
然
水
（
大
雪
山
の
伏
流
水
）

を
汲
み
出
し
自
由
に
利
用
し
て
い
る
。

人
口
の
半
数
は
若
い
世
代
の
移
住
者
が
多

い
。
自
分
自
身
は
昭
和
20
～
40
年
代
に
18
年
間

東
川
町
で
暮
ら
し
て
い
た
（
実
家

は
存
続
）
が
、
当
時
小
学
校
は
6
校
（
本
校
・

第
１
～
第
５
）
で
中
学
校
は
１
校
の
た
め
生
徒

数
７
０
０
～
８
０
０
名
の
マ
ン
モ
ス
校
、
高
校

は
農
繁
期
休
校
の
4
年
制
東
川
高
校
が
あ
っ

た
。
高
校
進
学
の
殆
ど
は
旭
川
の
各
種
高
校

（
普
通
・
農
・
工
・
商
等
）
へ
進
学
し
た
。
唯

一
定
時
便
の
旭
川
電
気
軌
道
電
車
（
１
本
／
時

間
）
で
通
学
し
た
（
昭
和
48
年
廃
線
）
が
、
東

川
町
～
旭
川
（
４
条
18
丁
目
）
間
15
㎞
を
40
分

で
交
通
す
る
単
線
で
朝
夕
通
学
時
は
何
時
も
満

員
で
あ
っ
た
。

当
時
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
乏
し
く
学

校
の
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
で
球
技
（
卓
球
・
バ

ス
ケ
・
野
球
）、
野
山
で
山
菜
狩
り
（
イ
チ

ゴ
・
コ
ク
ワ
・
山
葡
萄
）、
河
川
（
忠
別
川
・

倉
沼
川
・
灌
漑
溝
（
人
工
川
）
で
ヤ
マ
ベ
・
ニ

ジ
マ
ス
・
ウ
グ
イ
が
よ
く
釣
れ
た
。
田
ん
ぼ
で

農
薬
を
殆
ど
使
用
し
て
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

お
祭
り
で
は
東
川
神
社
で
の
出
店
、
相
撲
大

会
、
演
劇
や
時
に
は
町
営
競
馬
場
で
の
「
ば
ん

え
い
競
馬
」
が
あ
り
（
父
参
戦
）
興
奮
し
て
観

戦
し
た
。
現
在
の
東
川
町
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

が
十
分
に
整
備
さ
れ
リ
ト

ル
東
京
で
あ
る
。
老
人
保

健
セ
ン
タ
ー
や
大
き
な
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育

館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
野
球
場
等
が
あ

り
各
種
大
会
や
一
般
開
放

で
多
く
の
人
が
自
由
に
楽

し
ん
で
い
る
。
ま
た
教
育

施
設
が
充
実
し
図
書
館
・

幼
児
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学

校
・
道
立
東
川
高
校
・
町

立
東
川
日
本
語
学
校
・
東

川
国
際
文
化
福
祉
専
門
学

校
等
が
あ
り
青
少
年
育
成
に
力
を
注
い
で
い

る
。
広
大
な
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
に
は
友
人
や

家
族
で
楽
し
め
る
多
種
の
娯
楽
施
設
（
キ
ャ
ン

プ
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
ス
キ
ー
、
温
泉
、
宿
泊

等
）
が
整
っ
て
い
る
。

更
に
東
川
町
は
「
写
真
文
化
首
都
」
を
宣
言

し
、
本
年
40
周
年
目
を
迎

え
る
。
毎
年
全
国
か
ら
代

表
18
校
が
東
川
町
に
集
い

「
写
真
甲
子
園
」
が
行
わ

れ
、
全
国
１
位
を
目
指
す

大
会
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
写
真
文
化
を
通
じ
て

町
の
更
な
る
活
性
化
を
進

め
て
い
る
。

東
京
の
故
郷
応
援
部
隊

「
ひ
が
し
か
わ
東
京
会
」

は
、
本
年
で
創
立
20
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
記
念
行

事
と
記
念
誌
発
行
を
計
画

し
て
い
る
。

東川

夢
の
入
植
地　

宗
谷
（
稚
内
）

東
京
稚
内
会　

副
会
長　

根　

生　

道　

明

皆
さ
ん
の
ご
先
祖
様
は
、
い
つ
頃
、
何
故
、

ど
の
よ
う
に
北
海
道
に
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
の
場
合
は
母
方
の
曾
祖
父
が
秋
田
県
の
岩
館

か
ら
漁
師
と
し
て
宗
谷
（
稚
内
）
に
入
植
し
ま

し
た
。
自
分
の
人
生
が
晩
年
に
な
る
に
従
い
、

自
分
の
先
祖
が
、
い
つ
頃
、
何
故
、
ど
の
よ
う

に
入
植
し
た
の
か
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
が
、

祖
父
は
も
と
よ
り
、
お
じ
、
お
ば
も
既
に
亡
く

な
り
そ
の
経
緯
を
知
る
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
手
が
か
り
を
求
め
て
文
献
を
探

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
日
「
秋
田
で
か
せ
ぎ
物

語
（
筆
者
：
松
村
長
太
）」
と
い
う
本
を
目
に

し
、
お
そ
ら
く
そ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

と
似
た
よ
う
な
経
緯
で
入
植
し
た
の
だ
ろ
う
と

納
得
を
し
ま
し
た
。

明
治
の
中
頃
、
秋
田
か
ら
北
海
道
の
西
海
岸

で
漁
民
と
し
て
出
稼
ぎ
を
し
、
そ
の
出
稼
ぎ
場

所
も
鰊
を
追
っ
て
段
々
北
上
し
、
そ
れ
を
繰
り

返
し
て
い
る
う
ち
に
、
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
、

出
稼
ぎ
で
は
な
く
定
住
し
て
一
旗
揚
げ
よ
う
と

思
っ
て
ふ
る
さ
と
秋
田
を
捨
て
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。

以
前
か
ら
何
で
内
地
か
ら
北
海
道
に
来
た
の

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
漁
師
目
線
で
見
た

と
き
に
は
当
時
の
北
海
道
（
樺
太
も
）
の
漁
場

は
未
開
の
宝
庫
で
大
い
に
夢
を
持
て
る
場
所
で

あ
り
、
ま
た
、
宗
谷
（
稚
内
）
は
北
の
果
て
と

は
言
い
な
が
ら
、
明
治
の
終
わ
り
こ
ろ
に
は
日

露
戦
争
で
勝
利
し
て
得
た
樺
太
も
あ
り
、
道
北

か
ら
樺
太
方
面
は
夢
の
大
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
、
お
そ
ら
く
自
分
の
持
ち
船
で
あ

る
小
さ
な
船
を
10
日
間
ぐ
ら
い
漕
い
で
宗
谷

（
稚
内
）
に
た
ど
り
着
い
た
と
想
像
し
て
い
ま

す
。自

分
の
先
祖
の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
人
は

す
ご
い
も
の
で
す
。
私
の
親
せ
き
に
宗
谷
（
稚

内
）
で
漁
師
を
し
て
い
る
者
は
す
で
に
な
く
、

親
戚
そ
の
も
の
も
絶
滅
し
そ
う
で
、
先
祖
が
希

望
を
も
っ
て
入
植
し
、
血
と
汗
と
涙
で
開
拓
し

た
ふ
る
さ
と
も
ま
す
ま
す
遠
く
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
頑
張
れ
〝
夢
の
入
植
地　

宗

谷
（
稚
内
）
！
〟
で
す
。

稚内

鏡面水田
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蒸
留
、
醸
造
の
ま
ち 

　

  

ふ
る
さ
と
余
市
、
世
界
的
銘
醸
地
に
！

東
京
余
市
会　

副
会
長　

加　

我　
　
　

稔

昭
和
9
年
（
１
９
３
４
）、
竹
鶴
政
孝
さ
ん

（
マ
ッ
サ
ン
）
が
余
市
に
ウ
イ
ス
キ
ー
工
場
を

作
っ
て
か
ら
今
年
で
91
年
。
こ
の
間
余
市
は
ニ

ッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
全
国
に

知
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
高
級
ウ
イ
ス

キ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
も
世
界
の
愛
飲
家

に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

造
り
酒
屋
で
育
っ
た
マ
ッ
サ
ン
が
家
業
の
醸

造
業
を
継
が
ず
に
未
だ
国
内
に
な
か
っ
た
本
格

的
ウ
イ
ス
キ
ー
（
蒸
留
酒
）
造
り
に
挑
ん
だ
不

屈
な
精
神
は
今
も
高
く
評
価
さ
れ
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
明
治
中
期
以
来
他
の
地
域
と
同
じ

よ
う
に
余
市
で
も
多
く
の
醸
造
業
者
が
清
酒
造

り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
そ
の
醸
造
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
に
着
色
剤
や
甘

味
料
な
ど
を
加
え
た
模
造
洋
酒
の
製
造
は
余
市

で
も
容
易
に
で
き
た
と
思
う
の
で
す
が
、
マ
ッ

サ
ン
は
蒸
留
酒
と
し
て
の
本
格
ウ
イ
ス
キ
ー
造

り
を
貫
き
通
し
ま
し
た
。
一
方
当
時
の
模
造
洋

酒
は
甘
い
も
の
が
主
流
で
し
た
。
輸
入
し
た
ス

ペ
イ
ン
産
ワ
イ
ン
に
甘
味
料
を
加
え
て
「
赤
玉

ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」
と
し
て
世
に
出
し
た
鳥
井
洋

酒
店
（
サ
ン
ト
リ
ー
の
前
身
）
が
洋
酒
業
界
を

席
巻
す
る
中
で
、
マ
ッ
サ
ン
が
造
っ
た
日
本
初

の
本
格
ウ
イ
ス
キ
ー
「
サ
ン
ト
リ
ー
白
札
」
が

昭
和
4
年
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、「
甘
く
な

い
」
と
い
う
評
判
で
思
っ
た
ほ
ど
売
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
樽
の
中
で
眠

り
続
け
た
在
庫
ウ
イ
ス
キ
ー
は
モ
ル
ト
が
一
層

熟
成
し
マ
ッ
サ
ン
が
退
職
し
た
後
に
サ
ン
ト
リ
ー

の
屋
台
骨
を
盤
石
な
も
の
に
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
て
「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」
発
売

か
ら
約
１
２
０
年
が
経
過
し
た
今
も
「
甘
い
ワ

イ
ン
」
の
愛
好
家
は
い
ま
す
が
、
現
在
の
ワ
イ

ン
の
味
わ
い
深
さ
は
昔
と
全
く
異
な
り
ま
す
。

原
料
ブ
ド
ウ
の
種
類
は
も
と
よ
り
、
気
候
風
土

や
造
り
手
の
こ
だ
わ
り
に
よ
る
微
妙
な
味
の
違

い
が
む
し
ろ
好
ま
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
余
市
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
勿
論
ワ
イ

ン
の
世
界
的
銘
醸
地
と
し
て
も
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
マ
ッ
サ
ン
の
志
に
習
い
蒸
留
や
醸
造

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
達
が
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
東
京
余
市
会
も
応
援
し
て
い
ま
す
！

余市

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
響
く
ピ
ア
ノ
の
調
べ 

　
シ
ョ
パ
ン
と
シ
ュ
ー
マ
ン
そ
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

東
京
沼
田
会　

会
長　

田　

坂　

勝　

芳

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
１１
月
２３
日
、
第

３６
回
東
京
沼
田
会
総
会
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
冒
頭
、
沼
田
町
か
ら
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

横
山
茂
町
長
か
ら
は
、
沼
田
町
の
開
拓
１
３
０

周
年
を
迎
え
１０
月
２９
日
盛
大
な
祝
賀
会
に
つ
い

て
報
告
い
た
だ
い
た
。
開
拓
時
、
飢
え
や
病
魔

と
闘
い
な
が
ら
不
屈
の
精
神
で
開
拓
し
た
先
人

の
苦
労
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
。
私
た
ち
は
そ

れ
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
懇
親
会
で

は
、
長
（
旧
姓
斎
藤
）
百
合
子
さ
ん
（
沼
田
町

浅
野
出
身
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
た
。

演
奏
曲
目
は
、
夜
想
曲
（
ノ
ク
タ
ー
ン
）

（
シ
ョ
パ
ン
）、
マ
ズ
ル
カ
（
シ
ョ
パ
ン
）、
別

れ
の
曲
（
シ
ョ
パ
ン
：
練
習
曲
エ
チ
ェ
ー
ド
第

３
番
）。（
シ
ョ
パ
ン
）、
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）、
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
（
シ

ュ
ー
マ
ン
：
子
供
の
領
分
情
景
か
ら
７
番
）、

楽
興
の
時
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）
な
ど
が
演
奏
さ

れ
た
。
最
後
に
会
員
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
答

え
て
シ
ョ
パ
ン
の
雨
だ
れ
：
前
奏
曲
第
１５
番
）

が
あ
っ
た
。
シ
ョ
パ
ン
が
逃
避
行
で
訪
れ
た
マ

ジ
ョ
ル
カ
島
で
作
曲
し
た
哀
し
い
経
緯
が
披
露

さ
れ
た
。

な
お
、
長
さ
ん
は
、
１
９
５
５
年
（
昭
和
３０

年
）、
沼
田
町
浅
野
中
学
校
生
の
と
き
北
海
道

新
聞
主
催
に
よ
る
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
中
学
の

部
で
一
年
生
で
あ
り
な
が
ら
優
勝
の
栄
に
輝
い

て
い
た
。
そ
の
後
、
長
さ
ん
は
、
沼
田
高
等
学

校
か
ら
進
学
の
た
め
に
東
京
の
高
校
へ
転
向
し

武
蔵
野
音
楽
大
学
で
ピ
ア
ノ
を
学
ん
だ
。
現
在

は
、
栃
木
県
足
利
市
に
在
住
し
て
お
り
、
各
地

で
の
演
奏
活
動
を
し
な
が
ら
、
ま
た
ピ
ア
ノ
教

室
を
開
き
後
進
の
指
導
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
。

沼田
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連
合
会
役
員
Ｏ
Ｂ
会
、
春
の
「
親
睦
会
」
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

役
員
Ｏ
Ｂ
会　

五
十
嵐　

邦　

男

２
０
２
５
年
（
平
成
７
年
）
５
月
２４
日

（
土
）
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
主
催
の
春

の
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
焼
き
肉
の
会
」
に
Ｏ
Ｂ
会

と
し
て
一
緒
に
参
加
。
何
時
も
理
事
会
を
開
催

し
て
い
る
赤
坂
の
「
ま
つ
じ
ん
」
に
て
部
屋
も

あ
の
部
屋
に
て
Ｏ
Ｂ
計
１４
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
チ
ョ
ッ
ト
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
新
会
長
三
井
氏
を
は
じ
め
と
す
る
新
役

員
の
皆
さ
ん
を
含
め
１
０
０
名
近
い
道
産
子
関

係
者
で
「
ま
つ
じ
ん
」
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
の
交
流
で
今
後
の
活
動
を
進
め
る
に

あ
た
り
チ
ョ
ッ
ト
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
１４
名
で

し
た
が
、
無
記
名
で
も
記
名
で
も
Ｏ
Ｋ
の
下
記

の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１�

．
Ｏ
Ｂ
会
の「
親
睦
交
流
会
」は
年
何
回
開
催

を
希
望
し
ま
す
か
？

１
回
、
２
回
、
３
回
、
３
回
以
上
、

【
結
果
】　‌�

１
回
（
３
名
）、
２
回
（
１０
名
）、
３
回

（
０
）、
３
回
以
上
（
０
）、
無
（
１
）

２�

．
会
食
費
は
ど
の
位
が
良
い
か
？

５
，０
０
０
円
以
内
、
６
，０
０
０
円
以
内
、

７
，０
０
０
円
以
内
、
１
０
，０
０
０
円
以
内

【
結
果
】　‌�

５
，０
０
０
円
（
０
）、
６
，０
０
０

円
（
７
）、
７
，０
０
０
円
（
３
）、

１
０
，０
０
０
円
（
３
）、
無
（
１
）

３�

．
東
京
近
郊
に
住
ん
で
何
年
に
な
り
ま
す
か
？

８
年
、
１０
年
、
１５
年
、
３０
年
以
上
？

【
結
果
】　‌�

８
年
（
０
）、
１０
年
（
０
）、
１５
年

（
０
）、
２０
年
以
上
（
１
）、
３０
年
以

上
（
１３
）

４�

．
故
郷「
北
海
道
」を
離
れ
て
い
ま
ま
で
何
回

帰
省
し
ま
し
た
か
？

　

‌�

３
回
、
６
回
、
１０
回
、
１５
回
、
２０
回
、
３０

回
以
上

【
結
果
】　‌�

３
～
１０
回
（
０
）、
１５
回
（
２
）、
２０

回
（
２
）、
３０
回
以
上
（
１０
）

５�
．
海
外
へ
何
回
行
き
ま
し
た
か
？

【
結
果
】　‌�
な
し
（
１
）、
２
回
（
１
）、
３
回

（
１
）、
４
回
（
１
）、
５
回
（
１
）、

６
回
（
１
）、
１０
回
（
１
）、
１２
回

（
１
）、
１７
回
（
１
）、
２０
回
（
１
）、

３０
回
以
上
（
４
）

　
　
　

ケ
ニ
ア
勤
務
で
１８
年
赴
任
。

一
番
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
は
？

印
象
に
残
っ
た
所
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

海
外
へ
行
っ
た
１３
名
の
方
々
の
国
々
が
違
う
よ

う
で
、
北
方
領
土
、
台
湾
、
上
海
、
中
国
、
タ

イ
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ

ナ
ダ
、
等
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
と
め

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
と
し
て
Ｏ
Ｂ
の
皆

様
も
若
い
こ
ろ
は

色
々
活
躍
の
様
子
。

今
後
も
元
気
に
年
２

回
の
親
睦
会
を
企
画

し
、
交
流
を
大
事
に

し
た
い
と
世
話
役
一

同
進
め
て
い
き
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

連
合
会
役
員
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り 

　
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
更
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て

役
員
Ｏ
Ｂ
会　

世
話
役
一
同

役
員
Ｏ
Ｂ
会
の
「
親
睦
交
流
会
」
開
催
は
昨

年
か
ら
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
協
賛
企

業
の
会
場
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
て
、
昨
年
は

初
め
て
サ
ッ
ポ
ロ
ラ
イ
オ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
銀
座

ラ
イ
オ
ン
「
新
橋
店
」
で
開
催
し
た
。
今
年
は

５
月
に
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
「
赤
坂
店
」
を
会

場
に
決
め
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
連
合
会
主
催

の
「
春
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
」
開
催
と
同
時

と
な
り
、
初
め
て
連
合
会
と
の
合
流
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
も
せ
ず
に

Ｏ
Ｂ
会
会
員
へ
合
流
開
催
を
一
言
も
記
せ
ず
に

案
内
し
た
こ
と
で
多
少
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
連
合
会
役
員
の
定
例
改
選
年
で
も

あ
り
、
新
役
員
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
機
会

が
あ
り
、
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
連
合
会
会
長
任
期
が
「
二
期
四

年
」
の
と
こ
ろ
、
新
家
鶴
男
会
長
（
東
京
別

海
・
ふ
る
さ
と
会
会
長
）
は
コ
ロ
ナ
禍
で
数
々

の
活
動
が
中
止
と
な
り
、
そ
の
責
任
を
感
じ
て

連
続
「
三
期
六
年
」
会
長
を
務
め
ら
れ
、
今
回

め
で
た
く
会
長
役
を
退
任
さ
れ
て
私
達
の
Ｏ
Ｂ

会
会
員
と
し
て
お
迎
え
し
た
所
、
引
き
続
き
顧

問
と
監
事
の
二
役

を
引
き
受
け
ら
れ

て
連
合
会
で
再
活

躍
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
感
動
を
受

け
ま
し
た
。

し
か
も
新
家
様

に
は
隣
町
根
室
市

の
島 

勇
様
（
根

室
会
会
長
）
が
北

海
道
ふ
る
さ
と
会

連
合
会
の
初
代
会

長
と
し
て
連
合
会

の
基
盤
を
築
い
て
頂
い
た
先
輩
が
お
り
、
根
室

管
内
出
身
の
お
二
人
の
輝
か
し
い
活
躍
に
感
謝

し
た
所
で
す
。
今
回
の
合
流
交
流
会
で
は
、
新

会
長
の
三
井
照
夫
前
副
会
長
（
美
唄
会
名
誉
会

長
）
が
Ｏ
Ｂ
会
の
席
に
ま
で
来
て
新
会
長
と
し

て
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
て
か
ら
、
運
営
各
部
会
の

責
任
者
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
連
合
会
三

役
の
副
会
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
気
迫
溢
れ
た
挨

拶
に
感
動
し
て
、
安
心
し
て
連
合
会
を
お
任
せ

す
る
誇
り
と
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私

た
ち
Ｏ
Ｂ
会
の
記
念
写
真
撮
影
に
も
顔
を
揃
え

て
頂
き
連
合
会
の
更
な
る
飛
躍
を
楽
し
み
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

尚
今
年
は
２
回
目
の
Ｏ
Ｂ
会
「
親
睦
交
流

会
｝
を
１１
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）

�

１１
月
５
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時

会
場
：�

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ

レ
イ
ス
３８
階
「T

H
E
  K
IN
T
A
N

」

９
月
初
旬
に
Ｏ
Ｂ
会
会
員
と
連
合
会
三
役
の

皆
様
に
案
内
状
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

松尾ジンギスカン「赤坂店」
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北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
の
思
い
出

顧
問　

新　

家　

鶴　

男

本
年
か
ら
顧
問
と
し
て
、
連
合
会
役
員
Ｏ
Ｂ

会
に
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
小
生
は
、
平
成
３１
年
４
月
か
ら
本
年
４

月
ま
で
の
６
年
間
、
２６
～
２８
代
連
合
会
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
未
憎
有
の

大
災
難
に
直
面
し
た
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
通

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
会
長
時
代
は
ふ
る

さ
と
会
・
Ｏ
Ｂ
会
両
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
な

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
本

紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
厚
く
御
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
皆
様
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が

道
東
の
別
海
町
出
身
で
す
。
昭
和
２０
年
（
終
戦

の
年
）
２
月
生
ま
れ
で
本
年
満
８０
歳
に
な
り
ま

し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
誌
に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
５
歳
の
夏
、
祖
父
と
原
野
に
「
フ
キ
採

り
」
行
っ
て
迷
子
に
な
り
、
４
日
目
に
無
名
川

の
淵
の
「
や
ち
草
」
に
昏
睡
状
態
で
寝
て
い
る

と
こ
ろ
を
発
見
し
て
い
た
だ
き
、
奇
跡
的
に
助

か
り
ま
し
た
。
生
涯
、
捜
索
隊
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
の
思
い
は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。小

生
は
警
視
庁
Ｏ
Ｂ
で
す
。
折
角
の
機
会
で

す
か
ら
皆
様
の
お
役
に
た
て
れ
ば
の
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
連
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し

て
い
る
「
お
れ
！　

お
れ
！　

な
ど
の
特
殊
詐

欺
被
害
」
の
事
で
す
。
手
口
・
方
法
は
一
段
と

複
雑
巧
妙
化
し
、
今
で
は
年
寄
り
ば
か
り
で
な

く
、
２０
代
の
若
者
な
ど
現
役
世
代
に
ま
で
被
害

者
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
２
，
３
紹
介
し
ま

す
。

〇「
警
察
を
偽
装
し
た
電
話
番
号
に
注
意
！
」

＋
国
際
電
話
、
＋
か
ら
始
ま
る
番
号
、
例
え

ば
「
＋
１
３
１
２
３
…
」、「
＋
４
４
６
９
８
７�

６
…
」
な
ど
を
利
用
し
、
警
警
察
署
の
本
物
番

号
を
画
面
に
表
示
し
て
「
逮
捕
す
る
」「
捜
索

す
る
」
な
ど
の
脅
か
し
文
句
を
使
っ
て
誘
導
す

る
や
り
方
が
増
加
‼

こ
の
よ
う
な
表
示
の
電
話
に
は
、
出
な
い
！　

か
け
な
お
さ
な
い
！

今
警
察
で
は
、
海
外
と
の
電
話
が
不
要
な
方

の
固
定
電
話
の
発
・
着
信
を
「
無
償
で
休
止
」

す
る
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
お
申
込

み
を
！

〇�

ト
ク
リ
ュ
ウ
「
犯
罪
集
団
。匿
（
ト
ク
）
名
・

流（
リ
ュ
ウ
）
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
」
!?
っ
て

知
っ
て
る
？

犯
罪
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
…
…
３
つ
の
心

構
え

１　

疑
う

　
　

‌�

短
期
間
で
大
金
を
稼
げ
る
仕
事
は
「
犯

罪
」
で
す
・

２　

調
べ
る

　
　

‌�「
高
額
収
入
」「
即
日
支
払
い
」
な
ど
の
募

集
に
安
易
に
申
し
込
ま
ず
！

３　

相
談
す
る
（
重
要
）

　
　

‌�

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
身
近
な
人
に
相
談

す
る
！
（
相
談
す
る
勇
気
を
持
と
う
）

〇
ト
ク
リ
ュ
ウ
で
得
る
も
の
な
し
…
。

失
う
も
の
…
家
族
・
友
人
恋
人
・
仕
事
・
時

間
な
ど
「
う
ま
い
話
」
に
は
必
ず
裏
が
あ

る
！
。「
冷
静
に
な
っ
て
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
‼
」

結
び
に
、
ふ
る
さ
と
連
合
会
組
織
・
連
合
会

Ｏ
Ｂ
会
は
、
ふ
る
さ
と
の
応
援
団
と
し
て
集
ま

っ
た
「
仲
良
し
仲
間
」
で
す
。
そ
し
て
こ
の
仲

間
が
力
を
合
わ
せ
、
絆
を
深
め
て
ふ
る
さ
と
発

展
の
た
め
頑
張
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
応
援
を
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

〔
訃
報
〕
元
連
合
会
長　

伊
野　

達
哉 

様
（
岩

内
）
は
令
和
6
年
１０
月
２３
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
（
享
年
８５
歳
）。
永
年
の
ご
功
労
に
感
謝

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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過
去
を
振
り
返
っ
て
…

役
員
Ｏ
Ｂ
会　

高　

橋　
　
　

守

連
合
会
を
引
退
し
て
初
め
て
役
員
Ｏ
Ｂ
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
役
員
Ｏ
Ｂ
会
発
足
当
初
か

ら
、
お
話
を
お
聞
き
し
て
お
り
、
設
立
親
睦
交

流
会
の
ご
案
内
も
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
公

私
と
も
多
忙
の
た
め
欠
席
し
て
お
り
、
入
会
辞

退
…
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
世
話
役

代
表
か
ら
の
お
誘
い
で
〝
出
席
し
ま
す
〟
と
返

事
を
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
役
員
Ｏ
Ｂ
会
の

皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
顔
は
覚
え
て
い
て
も
…
即
座
に
名
前
が

思
い
出
せ
な
く
、
随
分
自
分
は
歳
を
と
っ
た
も

ん
だ
…
と
実
感
し
た
所
で
す
。

で
も
話
を
し
て
い
る
内
に
昔
の
話
に
花
が
咲

き
、
懐
か
し
い
ひ
と
時
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
再
会
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

東
京
新
冠
会
は
、
前
会
長
の
北
山
英
博
が
連

合
会
会
長
と
し
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
私
が
新
冠
会
会
長
を
引
き

継
い
で
、
連
合
会
役
員
と
な

り
、
最
終
的
に
副
会
長
と
し
て

各
部
会
の
活
動
に
も
お
手
伝
い

し
、
加
入
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
所
が
、
当
会
は
後
継
者

予
定
の
副
会
長
２
名
が
急
死
と

い
う
異
常
事
態
と
な
り
、
後
継

者
不
足
と
な
り
、
残
念
な
が
ら

連
合
会
か
ら
脱
会
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
と

か
復
帰
を
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
私
も
八
十
歳
を
過
ぎ
、

週
２
・
３
回
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に

通
い
、
ゴ
ル
フ
も
月
１
回
を

目
標
に
し
て
体
力
維
持
に
努

め
て
い
る
所
で
す
。

次
回
ま
た
役
員
Ｏ
Ｂ
会
の

親
睦
交
流
会
に
参
加
す
る
事

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
・
観
の
町　
　

美
瑛
町
に
て

役
員
Ｏ
Ｂ
会　

佐　

藤　

孝　

二 

（
東
京
美
瑛
会
）

十
勝
岳
連
峰
と
美
し
い
丘
に
見
守
ら
れ
る
美

瑛
小
・
中
・
高
で
学
び
大
学
は
東
京
、
職
場
は

霞
が
関
を
中
心
に
５６
歳
ま
で
。
全
国
団
体
（
加

工
食
品
製
造
企
業
）
専
務
理
事
１０
年
勤
務
。
会

社
役
員
等
で
終
了
。
７４
歳
で
美
瑛
に
帰
省
し
、

現
在
８０
歳
で
第
二
の
人
生
を
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
種
々
経
験
し
ま
し
た
が
、
中
で
も

「
サ
リ
ン
事
件
」
発
生
当
時
の
朝
、
職
場
の
窓

か
ら
パ
ト
カ
ー
、
救
急
車
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
大

勢
の
人
々
の
動
き
で
騒
が
し
い
状
況
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。

農
業
の
町
「
美
瑛
町
」
の
農
産
物
で
は
小

麦
、
じ
ゃ
が
い
も
、
ビ
ー
ト
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
豆
類
等
、
中
で
も
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
有
名

で
す
が
「
ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
」
は
国
内
唯
一
の
産

地
で
、
柔
ら
か
く
美
味
し
い
希
少
品
種
と
し
て

生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
又
加
工

食
品
で
は
、
カ
レ
ー
う

ど
ん
、
小
麦
食
パ
ン
、

乳
製
品
、
牛
、
豚
加
工

食
品
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
農
産
物
生
産
環
境

で
は
夏
３０
度
以
上
、
冬

マ
イ
ナ
ス
２０
度
以
下
と

寒
暖
差
が
大
き
い
た

め
、
糖
分
が
蓄
積
さ
れ

美
味
し
く
な
り
ま
す
。

又
、
輪
作
の
た
め
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
の
美
し
い
畑
は
今
年
限
り
の
一
期
一

会
の
美
し
い
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
の
町
「
美
瑛
町
」
は
白
金
温
泉
、
白
ひ

げ
の
滝
、
ケ
ン
と
メ
リ
ー
の
木
、
セ
ブ
ン
ス

タ
ー
の
木
、
四
季
彩
の
丘
、
ぜ
る
ぶ
の
丘
な
ど

多
種
多
様
で
外
国
人
観
光
客
の
来
町
数
は
昨
年

２
８
６
万
人
で
、
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
の

利
用
。
中
で
も
「
青
い
池
」
駐
車
場
利
用
税
導

入
条
例
が
町
議
会
で
先
般
可
決
・
施
行
さ
れ
、

観
光
公
害
対
策
に
必
要
な
財
源
確
保
（
交
通
遅

滞
、
ト
イ
レ
、
ご
み
対
策
な
ど
）
に
道
内
初
の

試
み
と
な
っ
て
い
る
。

美
瑛
町
も
年
々
人
口
減
で
推
移
中
で
す
が
、

内
外
か
ら
の
移
住
者
も
あ
り
、
減
少
数
も
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

連
合
会
役
員
を
退
任
後
、
連
合
会
役
員
Ｏ
Ｂ

会
員
に
所
属
し
て
お
り
、
親
睦
交
流
会
に
は
で

き
る
限
り
上
京
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

十勝岳連峰と美瑛の丘

青い池

 個人出版・会報などの制作いたします。
お気軽にご相談下さい。

株式会社　双文社

電話：03-6666-4747　FAX：03-6666-3104

HP：http://www.soubnsha.co.jp

〒135-0052　東京都江東区潮見2-3-7
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ようこそ湯の国登別へ

登別市からのお知らせや制度に関すること、イベント情報などを市公式ウェブサイト・SNS などで

発信しています。ぜひご活用ください。

◀ウェブサイト
https://www.city.
noboribetsu.lg.jp/

◀LINE
https://lin.ee/
FaDAoh4

◀Facebook
https://www.fac
ebook.com/nobor
ibetsu.city

◀youtube
https://www.you
tube.com/@Nobor
ibetsuOfficial/
videos

登別市は北海道南西部の室蘭工業圏に位置し、登別

温泉やカルルス温泉などを有する北海道を代表する観

光地です。

温泉以外にも、豊富な海産物や上質な乳製品など、

魅力ある食材があふれているほか、のぼりべつクマ牧

場や登別マリンパークニクス、登別伊達時代村といっ

た多様なテーマパーク、家族で楽しめるカルルス温泉

サンライバスキー場、『登別温泉湯まつり』『登別地

獄まつり』といった熱気あふれるイベントなど、数多

くの魅力が市内各所に存在しています。

また『のぼりべつ』という地名の語源がアイヌ語の

『ヌプルペッ（色の濃い・川）』であるように、地域

名の多くがアイヌ語に由来するなど、現在においても

アイヌ文化が根底に流れるまちでもあります。

問い合わせ 登別市総務部秘書広報グループ 〒059-8701 登別市中央町６丁目１１
電話：0143-85-6586 Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp
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編
集
後
記

少
子
高
齢
化
の
中
ふ
る
さ
と
会
も
縮
小

傾
向
で
し
た
が
今
回
の
投
稿
の
数
件
に
役

員
の
世
代
交
代
、
活
性
化
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
は
４０
ペ
ー
ジ
、
前
回
と

比
べ
枚
数
は
４
ペ
ー
ジ
減
り
ま
し
た
が
投

稿
件
数
が
多
く
ま
た
力
作
、
渋
い
も
の
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
編
集
に
熱
が
入
り
ま

し
た
。
耽
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会報第43号制作編集スタッフ
秋山　憲一（東京ふるさと新得会）広報部長
宮高　　隆（東京登別げんきかい）
勢簱加代子（東京常呂会）
熊谷　　譲（東京木古内会）
藤井　俊文（東京中標津会）
黒木　　憲（東京あしょろ会）
山村　正広（東京あしょろ会）
奥山　範夫（東京恵庭会）
　　　　　　連合会事務局　後方支援
森　恵理子（北海道福島会）
　　　　　　連合会事務局　後方支援
山中　茂樹（東京札幌会）ＷＥＢ制作
㈱双文社　印刷

■営業時間/午前10時～午後8時　年中無休（年末年始を除く）

北海道各産地自慢のこだわり
農産・海産加工品
北海道ならではの
肉加工品
人気の
北海道スウィーツ
全道から種類も豊富な
牛乳・チーズ
評判のこだわり
ワイン・日本酒
さわやかな味わい
ソフトクリーム
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